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高三設 , 設 ノ モ本 大
サ 十薬三業 四趨年

九八 園 月 圃 国嘗度 正
百度幅 ニ幅 幅ナ 一．． 
米 ニ J、亙 ノ yν 於 地 十
乃亙北 ') ノ 設地技ア

年至 リ緯約地業質師技 質
千 ア三四質 •：. 調ヲ師

度六静十箇調閤査得五
係

百 同五月 査 幅 ヲ サ名 事
米愛度問 J、 結 リ 増

ーー
知長
ヨ ニ技 了 シ員 地 業

ジ ヲ 之師 三／ ト セ 質
、

調 報プ 野同 ヲ 納 タ及ラ

漸 ノ 三結富 JV 内 v 査

衣二十 丁重 ニ外ー 所 tロtエ

南牒五 セ雄 過ノ 年 長

方 一日 度 リ ノ キ業八

ーー 跨十 携 サ務闘 王里

2重 , 五 任 , ニ幅 皐

下 其分 ーー ミ／多 ノ 博
ス 東東 シ ノ、忙 地 士
天半経 プ 遺ナ質

龍部百 前 i蹴 ヲ 調 井
Jll 一由 一 年 ト シ 査

及 J、十 度 ス矯 ヲ 上
其 山七 ヨ JV メ 結

支脊度 ソ ト 設了 ご11r吾c 

流 略三 機 コ楽ス

ナ 南十 績 ロ 足／ν 之
JV 北分 三〆 ナ助謙

水 ニ 、ョ 十 ') 徳定 助
窪連 リ 一 (JI ナ

Jll 亙同 月 室 リ

及 シ 百 ヨ ． 積 ミJ



信τz号ミ ノ 地及散上久 シ尖結同地形集

母雲ノ向車部根ア減晶岩質或回

片母北斜板古大ーセ片ペ J、 J、川

岩片端ヲ岩生井般 P 岩グ結園 J、

J、岩附ナ及屠鮎ユ岩 J、 7 品頂其

国ニ ，近ス石川釣北石園タ片形間

幅援ニ其 w.園鳴束 J、幅ィ堤アヲ

地質於西岩幅鴻名 万絹地ト上成蝕
ノセア方ヨ地 至雲ノ昆部シ刻

北 JV J、ノリノ全東母南紋古アシ

部モ岩結成東天北片東岩生孤ア

ヨノ石晶リ半白東岩部石層立峡

9 アノ、片一部及ニ石ニ英雲シ谷
南ク花岩般ヨ卒走塁南粗母高ア

西 崩トニリ山 Y 片北面片サ成

隅 岩 J、北東ノ北岩紘ニ旦一岩第 七ス
ニ ノ断東ニ合西 亙妥 百西

亙 社層ユ延銅乃泥レ山三米学
"!) 入ニ走ヒ硫至片ノV 岩組乃部

ア ノヨソ角化北岩そ及層至ニ

頒 矯リ三岩輝畿々石北士一 及千於
布 メ接十 鎮西墨方武第四ア

' シ ニシ度続々三紘ニ岩四百 J、

随 接局乃凝床十泥 J、ナ組米山

慮 鰯部至友 J、度片其 y 層ナ頂

花 麓ュ八堤本万有匪ト並リ多
両 質~十粘層至石域スニトク

ー

岩 作砕度板中七英狭 花ス ノ、

類 用角ニ岩ニ十片ク 同 鋸

道 ヲ蛍傾硬脹五岩水
左閃王

歯

入 受岩斜砂胎度及窪 朕
二九 ケアシ桂岩ス ユ石 ーー 総 或、
其 粘 Y 敷 傾友至 疋半三E

＿；，、

一 板園背岩放 斜岩 ヲ 国

｜般 岩幅斜 二九 ーー プ 花 錐、



或花花第度東層 キ 第 7 ア 片 メ 走
，，、 同 向四 こニ ー－ ＿，、 炭三斯 Y ニ ノν 向

古岩岩紀傾三向層紀ク 蓋剥雲 J、
生角 J、 層斜十心 ヲ 居襲 シ出m母東
層閃園 J、 二入 度品l：挟ノ、質古 ス片北

花幅河 ニ構 、、司‘ 園 セ 生ノレ岩東

結向 地谷 傾遺介幅 シ代 モ ーー ーー
晶岩 ノ ーー 斜 ヲ 化地モ 砂ノシシ

片岡 中頒 シ呈石 ノ ノ 岩石アア

岩雲央布 東 シ及西ナ
、、
粘英紙北

ト 母部 シ 宇西木宇 フ 板長密 々
ノ 花 ヨ 其 部宇葉部

ン 岩角 雲石
ニ西

間尚 9 区 ユ部化 ーー シ三

ニ岩北域 プ ニ石康 岩母ア 十

帯宇部狭 －＇，、 プ ヲ 域 及片雲度

肢花及小 北 J、 埋 ヲ 石朕母乃
ヲ 同西ナ 西 一 減額 1疋 － ー 角至
ナ岩部 リ 乃般 ミ／ シ 岩来岩七
シ及 ーー ト 至 ニ随聾 ノ メι~、 ニ十

園 ぺ亙ス 西北庭岩 互 シ類度
幅グ 9 北 々 石砂 層ア 二耳、 ーー

地 『司P プ 西東英岩 ヨ 片 JV 傾
ノ タ康 ーー 乃粗頁 ヲ 肢 モ斜

中 イ 域 走至面岩凝 成片 ノ コ凡

央 ト ヲ Y 北岩 :J 麻中岩
部ノ 領 南東 ーー 友 シ岩粒石
ヨ J.lU ジ 西 ーー 貫岩 モ ト ーー J、

'} ア黒 乃走 カ ノ ノ 稽 ジ石

南 1) 雲 至 1) JV 互 襲 シ ア 1足
部雲母 南東概屠 質得極岩

ーー 母花 々 南言 ヨ 作へ メ '/ 

略片閥 西東ス リ 用 ヨF ア 薄
南岩岩 二 乃 v 成 ヲ モ 好層

北中 閃 三至 J、 1) 受 ノ ク ヲ

ーー ーー ヨτJ芯~ 十南地薄 ケ等薄挟



特 ノ 其臆上 _A ！慨 中石岩 同貫生亙

lニナ鏡用ニ JV ヲ ーー 英床岩 ケ 層 v 

翠 JV 床材或 モ ナ 岩粗 ヲ 中 JV 及ノν

ク モ ノ 料 J、 其 三え ）服面成 ーー モ 雲 モ
〆、、 大最 －ーー τヨ,J 区安 ヲ 岩 ミJ 岩其母： ノ
三号 正大 J、 母域山 成ノ、 二！服匝片 J、

モ九ナ金片大岩シ園三ヲ域 岩 片

ナ度ノ、及トラ暗 ニ 地慮 シ 小著岩

シ事静非第ス友紀ノユ蛇ナシ放

金業岡金三玄色層西露紋ソクヲ

銀報牒属紀武 ーー 中 宇出岩 ト 盤墨
鍍告周鍍層岩 シ ーー 部ス J、 ス 質 シ

鎖 之郡アノ黒第床第 匪幅花リ J、

安ヲ山リ境友三ヲ三域地闘~片
質詑香歪界 色組成紀極ノ 岩紘麻

母連村麗ニ鍛層ス層メ中及岩岩

尼シ同鍍或密中粗ヲア央ぺ J、ト

鍍タ磐 物 J、ニ ニ面貫狭部グ数稀
＿，・、 JV 田 中 第 シ岩岩 キ ヨ ．守 箇 _A 

或 ヲ 郡主 一 ア 脈
ノ、 ア ナ ソ タ 慮 ，、、

，，、 以佐要紀岡 ヲ 暗康 リ 少イ ーー 占f

翫 ア 久 ナ 層幅成総域 ミノ ト 於 そ
」

ーー 藍問 JV 上地 シ 色 ーー
二λ ク ノ、 ア ノ、

採 一由 村 J、 － ー ノ 或 ヲ 亙 東多花 ーー

掘之久合圏西 J、基 レ ーー ク 闘 三／

シ ヲ 根銅頂宇石 シ JV 偏 J、岩 プ

意翠 錆硫正部英第 モ シ雲又之 四

サ ケ 山住 ヲ 一 組三 ノ 結母ノ、 ーー

レ 二λ ニ鍛成於面組 、 品片 雲 接

ス ア
石,,_, 
陪 外 片岩母：嫡

花 ヲ 中 花 岩又片 セ

現ユ JV シ 同 貰 ーー 同 中 ノ、 岩 JV

ニ ノ、モア 岩遁岩岩 － ー 花 ヲ 古



玉

結足 片層額都友取ナ玖宇非稼｜

了助 岩愛六本岩スク老川金行

セ園 ョ知千郷ノ其砥勢 寅 麗セ

リ幅 Y 牒枚村分年材村ニ鎖ラ
冷北内字解産ニノ産物 ν

ノ足泉設外中シ出ノ、凝ス中ス

地助湧築ナ設タ額愛友ノV 石

質 出郡 P 禦 JV 四知質モ炭

調圃ス稲詳ニモ五牒砂薄 J、

査幅共橋間ノ、ノ十北岩層愛

J、 ュ村牒第ア噸設ヲナ知

技 炭字磐三採ナ楽採 ！｝ l係

師 酸夏由紀取リ君［）取ト北

石 泉焼郡頁ス陶振スス設

井 ナニ 気 岩 JV 土草 JV 建築

清 9 ア田ノモト村モ築郡

彦 ト ノ、村風産シ宇該石本

九 ス花字化出ア大地材郷
月 樹瀬セ額愛峠方ニ村

ヨ 岩居ノV ト知及ノ J、二

!} 同同モシ牒ー需愛瀬

十 回周ノア北ノ周知及

二 口智ア奉設又ニ牒田

月 町君ll採ク幾ノ臆北口
ユ 宇奥取へ君［I石ス設町

亙 l瞳山シキ三英 JV 楽宇

リ 津村克ナ輪粗ュ郡盤

約 同宇碍シ村面止本津・

ー 盤戸 1 -d.川岩？郷語
箇 津中製愛合質リ村設

月 ニニス知ニ凝其同奨

問 アア其脇角友産南君［）
=- J、ノ、年北盤岩出設海

之 雲 古産設肢ア額禦老

ヲ 母生出業凝採少郡町



ーヲトヲ雲般上，グ地下米地度足

糎挟ア挟母ニ部？質ノ内ニ三助

内有リ有片北古タ J、丘外シ十闘

外シ看ス岩東生イ上陵ノア分幅
ノ甚英雲 J、ニ屠ト部地山高ニ J、

空タ片母国走 J、煙古ニ地サ亙北

品シ岩片幅リ園班生ジユ卒 9 緯
石ク J、岩地北幅岩麿アシ均愛三

ヲ摺国ニノ西地及雲其ア約知十

合曲幅黒東五ノ扮母西河九岐五

メス地色部十北岩片方流百車度

ぇ援ノ堅ユ度西ナ者 J、 J、米ノヨ

本質南轍頒内部リ第濃深内二 9
岩粘束ナ布外ニト三尾ク外牒同

中板部 JV シュ小ス紀平之ノニニ

ェ岩及モ主傾匪 層野ヲ高跨十
ノ、 J、段ノニ斜域 及ュ蝕原リ五

花友戸 1、雲スニ 第接刻性東度

崩黒山黒母 露 四スジ山部十

岩色地白片 出 紀 ア地ヨ五

道ニニノ岩 シ 層 峡ナリ分

入シ J、縞ヨ 桂 並 谷リ漸長
シア厚帯ソ 有 ニ ヲ中次経

7 雲サヲ成 硬 花 成央ニ百

時母敷ナ 9 砂 崩 ス部西三

ニヲ百シ石 岩 岩 西 J、方十

互合米片英 及 石 部高ユ七
層有ニ理片 粘 英 J、サ低度
セス違和、岩 板 d 斑 高六シヨ

JV JV V' 穀及岩 岩 サ百東 9
カコ雲達獲 ヨ 宇 百米部同

如ト母セ質 リ 花 五万 J、百

キ少ノ JV 粘 成 闘 十至段ニ

観ナ薄モ板 ソ 堤 米七戸十
ヲク層ノ岩 ー ペ 以百山七

町民4・，、



l 

-:b 

花朕縁於 畳 二岩花第川ソ第五呈
同ノヲアノ箇細同四以禍三十ス

岩ジナ J、扇慮粒岩紀西茨紀度 JV

及エシ片平ニ雨 J、岩ニ及層内ト

南リ西朕ナ柏、 雲岡 J、 7 浮 J、外コ
部 l ス 雲 JV 庚母幅河 J、石園ニロ

ノ ν JV 母偽域花地谷南砂幅傾ア

黒ンニ花六ヲ閥ノノ東ヲ地税 Y
雲ラ 従闘方領岩中沿三挟ノシ矯

母合ヒ 岩 品シ及音I）岸十ミ西北メ
花 有 長 J、形南 壬ド ヲヲ五東部東＝

崩ス石粗ノ部花占領度部ニ端層

岩ノV ノ粒黒ニ儲メシェ及正一理二

ニ片斑ニ 雲 略質片砂傾南陵近著

移肢品シ母東花航機斜部地クミノ

過閃次アーヲ西同花層スニヲーク

ス 雲 第少合ュ岩間ョ ア構向錯

黒花ニ量有亙ノ岩 9 J、成斜雑

雲備 増ノシ ν 別黒成 南シ層ス

母岩加不中ノV ア雲 JV 西頁ヲ JV.

花ニス規部モリ母 十岩形モ

崩遷 JV 則ニノ片花 度及成概

岩移トノ北川股間 ュ角スシ

J、 ν 共黒東片花岩 北賢 ノV ア

一面ェ 雲 ョ股間同 西岩モ北

般縁角母ソ雲岩 雲 部並ノ東
ニニ閃ヲ南母 J、花 ニニ、ョ

白於石合商花園間 ア砂如 9
色アヲ有ニ同幅岩 ノ、 磯シ南

粗 J、混シ亙岩地中 南及 西

粒北シアレヨノ粒 東粘 ユ

ニ部黒区ノv 9 南閃 十士 走

ジノ色域匝成東 雲 皮ョ ソ

ア閃勧ノ域 9 部花 ュソ 北

黒 雲 鍾東ニ多ニ闘 境成 西



臆自（fi 同佳片岩トョ色花ノ少岩雲

用問幅理岩石同リ部開シ量ニ南：

材ヲ地岩及川質片ト岩ユノ貫ヲ

料呈ノノ、花次異淵白 J、リ角カ合

ニス南問問青相面色少 l 閃レ有

褐去三東幅岩色ノニ部量レ石 4tス
茨石隅地ヲ鍛岩道ト ノ ンヲ西 JV

f字 J、ニノ賞密石入ヲ柘ア合部コ

石黒岩南通ユナス生描合有ニト

砂色株東シシノV JV ス石有ス古少

白紙ヲ部アアへコ多 ヲシノレ 生ナ

土密ナニ岩長シトク合間ノ層ク

石ニシ岩脈有石アノ、有幅外二東

英シア脈ヲ石英リ雲シ地外接音j)

砂ア雲アナ英胡；牛母黒ノ観スニ

耐長母ナスノ岩花片雲北黒 JV ノ、

火石片シ 斑 J、闘岩母：音j）雲附閃

粘及岩ア 晶一質及及ニ母近雲

士輝ト雲 散米花片白於花ノ、花

陶石片母 貼内向妖雲ア同亦崩

磁ノ肢片 ス外岩花岡：黒岩閃岩

器微花岩 壬｜三ノハ 尚ノ 雲ニ雲 ニ

原品崩及 花岩石岩合母酷花移

料散岩片 岡脈問 ．ヲ有花似間過

及黒占ト肢 岩ヲ一貫量尚ス岩シ

建スノ花 及ナ様遁ノ岩ポニ ~t
築 接崩 ペシナシ多ヲ粒移音j)

石 鯛岩 グアラア寡貫閃過ニ
材 部ヲ 7 二ス現ニ遁 雲ス

ア ヲ貫 タ箇蓋出ョス花閃中

リ 貫通 ィ慮シスリ細尚 雲 粒

褐 遁ス トニ宇 JV 岩粒岩花閃
茨 シ扮 ノ、現花モ石雨 ノ、尚 雲

J、 板岩 雲 出向庭ニ 雲多岩 花

｜国 賊ノ、 時二ミ岩ニ黒母ーク J、向

入



りそ色石 J 糠亙浮 ニ 斜二層幅 l
之節其ヲ英符：用ソ石シシ米乃地

ヲ粘年曇砂石或第砂ア定、乃至ノ

採土産 シ及砂ノ、 三及主段至三両
掘 l、 出 中耐 J、鰻 純 白 ト味 O 層部
シ栴額粒火二硝、粘土 シ村一 ア 一
プ シ ノ、乃ホ＇1 高子士ノ、 ア旭米 リ 東
耐 一 二至土二原層志名村 ーー 厚西
火山高粗 J、 千料中段古長 三／ サ五
原駒噸粒第五 － ー ーー 味屋久 プ 下五
料次ナニ三百白挟村 ェ 手雨層基

ニ色 リシ紀日時士在ぽ搬村西ノ、米

使ア i面｝ァ砂白川ジ村出猪十 O rfT 
用呈火 ！享居士硫一中毒ス高度二北
.A シ粘サ Jえ J、酸唐 山 村内米十

長 白 士三粘百饗乃村云等外乃五
年粘 J、 米士五土至 日 フ ーー ーー 至六
産土 二 乃層 十 耐二進 於傾 O 慕
11:¥ ト 種主中 噸火層村東 プ 奈l四米
額稀 ア 十 ーー ナ煉ア 採ス米 ノ
ノ、 ス リ 五挟 リ 克 リ ~g~ 掘 yレ 中 匿

十厚ー米在 或随村 セ コ』二 層域
噸サ ，、 ア ス ノ、慮鴫 ブ 南 J、 一
内 共暗 J 石 塗採海 レ部 C 第
ニ褐 之 英

． 
ー．且a 二ゴタト 料掘町 一 一 ノ、一－

ナ 二色 ヲ j沙 原 シ天 年；F 米紀
リ 米 ヲ 摘ノ、 本ヰ ア 白 ノ ノ、乃粘

乃基砕白 等浮村 採 北 至 土

九 至シシ色 ニ 石 豊 掘西 一 層
四粘柏、友 供砂明 高十 中
五力子色 ス ノ、村 J、度米 ーー
米強原又 年精翠 三 内 上挟
ア ク 料 J、 産米母 四外層在
リ 俗 ーー 淡 出用 町 高 － ー ノ、 J主、

噸傾 ？ 二随 ーー 供褐 額洗 ーー



了徳 石多建 モ ヨ 番買 ーー 其蛙第陶

セ 山 柱 キ 築 ノ リ ，，、 之年 目 三磁

リ 園 ヲ ヲ 石 、 良約 ヲ 産粘紀器

幅 製以材如好三採出 土砂原

三毛 プ ーー ジ ナ 高取額 ト 層料

ノ 徳 JV 随 J、 ノV 噸 ジ ＿，・、 稽及 ーー

地
山
ーー 慮花 モ ナ 水十 ス 中古 J、

質 趨之 同 其 リ 洗噸ー士粘

調 同 シ ヲ ;ft王I 量 宇 シ ーー 層居士

査 其採 ヲ 少花粉満 ア 中 タ一位吾j; 
，，、 採取使 ナ 崩砕 タ リ ノ 4澗

技 取 シ 用 そ岩 シ J主 厚駒 ミ／

師 盛石 _A べ及 7 寄サ 青タ

ナ 碑蓋 グペ石繍二色 JV 

倉 リ 石 シ ーマ グ粉雲米又雲

勉 柱園 タ ザ可P 母乃 ，，、 母：

十 敷幅 イ タ ジ花至友花

一 石地 イ プ 筒 六色 同
」

月 切 ーー ノ ト 瀬岩米 ーー 岩

ヨ 石川 女日 J、 戸 ＿，，、 ーー シ 宇

リ 等花 キ石町其 三〆 プ 花

一 ト 崩 J、粉及匡 プ 石 同一
月 ナ ：.？三., 現原多域之英岩

ーー Jえ ノ 時料治庚 ヲ 粒及

亙 細頒 殆 見ク 7k ヲ --.:. 
粒布 ン ジ 町水簸雑 グ

約 雨医 プ 等利 ジ フ ’マ

四 雲域 採 J、 ーー ノ 陶 ノレ タ

箇 母庚 掘寄搬使磁粘 イ 。
月 花ク シ：欄 出 ア器土 ト

問 同且 墨雲ス JV 原 l ノ、 等

ーー 耳μ三sf ヅ サ母其庭料俗 ヲ

之 d，、 其 レ花年 ーー ーー ーー 使

ヲ
石時 類極

タ 同 産ノ、供之用

結 JV 岩 出盛そ う7 コt、



ノV 果流ヒ央田南ノ、高山万北三徳

錦其セ園部 JIJ ~ヒレサ以ノノ十山
川流ノV 幅ヲ錦ニソ平西低蔓二国

ト路二ノ南川羅而均ニ地地度幅

ナヲ河東流佐列シ百アハハニ J、

レ遮川端ス波シア米 9 高高至北
ノレ断ノユ JV 川墓園ノアササリ緯

モセ須現コ仁地幅低 J、二平金三

ノラ々ノ、ト保ヲ地地念百均地十

ナ v 万 ν 十川抜ノ帯傾米五域四

ラーェア五等ク中ニ耕乃百山度

ン流ア南基ユコ央接ヲ至米口ョ

J、合下米シト音［.＼シ以三乃牒リ

途流ジユア約ニ其ア百至ナ同

エシ闘シ北ニノ、南内五六リー

北徳幅ア東百千ニ海十百ト十
方山外東ョ米石ノ、ニ米米ス四

ニ構ノエ Y ナ昔高浪ナ最地度
逝ユ岩屈南 9 卒サス 9 高形十
流朝園曲西河井四レ其九 J、五

ス宗ヨシエ流岳百ト南百東分

JV セリ後流ノ金米毛 J、米西東

ノ ニシ内轄下主峰ノ其高以ニ経

至 .'f: 海シスナ山烏以サ上亙百

リノニアノv y 四帽東平ニレニ

現須注北モモ熊子ニ均違 JV 十

ニ々ク流濁ノ岳ケア四シ数一

見万想シ 9 J、 獄岳リ百其段度

JV ノア園錦島山ノア米南ノー

カ南ェ幅川田等連 J、内ナ肇十

知方此外 J、川ノ峰花外 JV 地分

ク隆地＝園末安東岡ェ長ユヨ

蛇起域出幅武山西呼シ穂分リ

行ノアアノ川岩＝坂ア須 JV 同

セ結南再中富正横ノ徳々最百



ヲ上外東シヲェソソ境千下蛇地

挟部ニョチ呈於アアト枚部紋質

ミ古傾リ石 Jミアノ、ノ、シ ：宍古者ノ、

四生斜南岳北川地地テ砂生：麗下

千 暦ス 商ノ東西暦層麗質層瑳部
米 ノ、 ニ西ョ方錯 J、イ七千ノ、岩古

ノ 下 走ナソ五雑ース枚闘輝生

厚部 レノV 南十シ般ノV 岩 幅石 暦

サ古 yレ串西度和ニコヲ地務上

ア生 矢村ェ乃回東ト挟ノ岩部

有層 地 Yi走至村西多ミ中及古
シノ 峠地ノv 六附 ・ニシ金央角生

花束 断村千十近走鹿層部閃 層
闘部 層ニ石度ニ 9 野ノニ安及

岩ニ ア於岳ニ於北ヨ厚殺山第

ノ接 Y ア附四ア方リサ達岩閉
噴達 アノ、近熊ノ、三長七シナキ巴

出シ 其地ノ岳南十穂千主リ層

ノ主 南居留f ノ方度ア米ニト並

矯ニ ニハ層北五乃経以石スニ

メ角 川南 J、部十至ア上墨 花

ニ 岩 地方北ニ度五徳ア千 闘

三粘 層四西於内十山リ枚 岩

箇板 J、十ヨア外度ノ長岩 花

蕗 岩 東度 Y J、ニニ築断ョ 品i
ニ及 方内南東傾傾谷層ソ 斑

分砂 三 外東方斜斜ニア成 岩

離 岩 十ニニニスス至 Y リ 石

えヨ 度傾走念 ノV JV JV 層緑 英

ーリ 乃斜 JV 耕モモ断向泥 瑳

般成 至ス断シ其其暦傾千 岩

ニリ 五其層向南以以斜枚 宇
東石 十南ト規加西東 J、岩 花

西友 度＝交構見ニニ之石 附

ニ岩 内北叉造村ア ア ア英 岩



雲 母黒 一 ノ、 ア 東岩花地第 タ リ 走
旬： ノ 色 ア 底斑部 ノ 同 ヲ 四 ノV 粘

花瑳 ヲ ノV 々 朕 ノ 別岩形紀モ 板北

崩 品呈モ ーー ヲ 八 ア J、 成洪 ノ r百, 方
耳ll三E, 散スノ 露呈代 リ園 ス 積 ナ 及或
／，、 黒占花 J、 出 シ村~幅；ifl 層ソ 桂 ノ、

最 ス崩著 .A 梢 川 雲 地積 J、 互J-l玉, 南

ネ刀 以斑 ミノ r凸L‘ 細越母過 層錦 ヲ 方

ノ 上岩 ク 市粒村花宇 J、 川 挟 ーー

噴 ノ ／，、 黒 ノ ノ ー』 同 ノ 河 ノ 、、、 傾

仕i岩 岡色 北 黒露岩面川泊 北斜

ーー 類 部 ヲ 方 雲 出 ノ、積 ノ 域 方 ス

係 ノ、 ノ 是右母 二え 西 ヲ 流 ナ 四鹿

リ 何花 二7- 田 花 JV 部 占域 JV 十 野

閃 レ〆 崩 JV ケ 同 モ 及 メ 並鹿 度 ヨ

営＝三ミ~ モ岩 ト 岳 岩 ノ 南 西ニ野 乃 リ

花花 ノ ::r 附 之 J、 東 部海長 至東

間 間 北 ロ 近ア大部及岸穂 六方
耳BニEf .!j_－ヨE， 一 ア ニ貫サェ南地須 十錦
ノ、 疑接 リ ア 当F 一 露 東方々 度川

其 ヨ v 長 JV 峻糎 出部 ニ万 ーー 筋

後 Y 細穂 モ 出金 乃 シ ーー 接ュ 傾 一
I 

一 分粒須 ノ ナ 至淡露達培 斜亙

噴結 ノ 々 J、 JV 五紅 出 ス 段 三J L〆

出 凝石万 中 山 糎色 シ ．地 従 JV 

シ 国基 ノ 粒容 ノ 或黒 ヲ 家 本

花 シ 中 低乃 ヲ 長 J、 雪τ:J ナ 中 層

向 タ ーー 地至形石 白 母 シ 生 J、

斑 JV 長帯粗 成 ノ 色花 徳 層主
正t』王r モ 石 ーー 粒 ス瑳粗同 111 ト ーー

及 ノ 石 ア 一 閃晶粒岩 ーー 思砂

斑 ニ 英ノレ シ ヨτZ若Z宮~ ヲ ナ 閃 扇 考 岩

朕 シ 及 毛 プ 花合ノV 雲 朕 セ ヨ

ヲ プ 黒 ノ 呼 同 有 毛 花 J昔 ブ 9 
ナ 黒雲亦坂

石，，,_ 
シ南 同 段 レ〆 成



村騒六ク角総生蛇岳ヶ石晶岩セ

三用角破閃岩代紋ニ岳英石川 JV

谷材板壊安質粘岩於馬斑ヲ黒花

川料朕セ山構板 J、ヶ糞岩生雲 ’閥

流ニノラ岩造岩紘 JV ケ J、ス母：岩
域 J、黒 V J、ヲヲ泥モ岳岩ノV 千 J、

島銅雲タ最呈貫千ノ及脈モ枚前

地鏑母 JV 新シ遁枚 J、南アノ岩者

村重ノモノ園シ岩角部ナアトノ

佐石散ノ火幅盤中盤ノス 9 ナ異
徳鎖在ナ山地主甚ュ統大モ Y 相
銭安スシ岩ノ岩岩ア華ノ 時ナ

山質 JV 岩ニ北 J、床呈村、 ニ 9

等母モ石シ西花ヲスニ外 外ト

ニ尼ノハア部闘ナ宇露困 観ス

於鉱：ナ友鍾三岩ス花出幅 片花

ア粘 y 白肢谷中毛闘シ地 麻樹

採土 色ヲ川ニノ岩 i ノ 岩岩
掘石 或ナ及岩多 J、ク北 ニ噴

セ友 J、シ仁脈キ花 J、西 類出

ラ建 淡 j" 保ヲ ζE 闘石部 スノ

レ築 褐牽附ナ花岩英ニ ノV 魚
タ石 色地近ス問中長ア モメ

JV 材 轍上並輝ノュ石ノV ノ古

コ等 密．ニニ石北岩ノ龍 ア生
トア ノ噴南扮方脈瑳門 1V 屠

アソ 石起部岩米ヲ晶岳 ニ J、

yレ銅 基ジ大 J、川ナヲ北 至麓

モ鎖 ユ山華濃村ス合部 9 質
現 J、 角容村総峻 有石 粘シ

時佐 閃未ニ色道 シケ 板ア

共波 石タ露ニニ 烏岳 岩石

ニ郡 ノ甚出シア 帽烏 中盤

休八 微タスアノ、 子帽 ユ千

業坂 高シ 輝古 ケ子 空枚

四



搬建 シ多 高鹿右粘厚扇 ーー 掘正ス
ノ 築謹ク 園野 田 土 サ桃 川 セ ノ 重
便石サ J、 ーー 村村 J、 約肢本 フ 初石

ナ ーー レ結達鹿佐陶 ....L・ ヲ 邦 レ 年鍍ノ、

ノv J、、タ 日日目 二九 野野器米 ナ 唯 市 ヨ ，，、

ト 花 JV 質 ト ノ ノ 或延 セ 一之 ') 害

ーー 儲 モ ーー 云克佐 J、 長 JV ノ 川 多 プ
ヨ 克.~三4f ノ シ フ 等野克約銭安鍍量玖
リ 安 少 ア 石 J、 焼 ノ 六脈質 山 ーー 珂

税 iJJ ナ 局友皆 牟製十 ーー 母 ト 産郡
盛岩 カ 桃岩 J中 躍造米 シ 尼 共出桑
ーー ア フ 肢 J、 積村 一由 落ア 鍍 ーー シ根
採 ソ ス ヲ 石粘末供 ジ東 山 本 タ 村

取果 ナ 友土 田 用約西 ナ 邦 ') 玖
セ 髪 シ ノ ヲ ノ セ ー且ー・ ーー リ 著安珂ノ、

フ 島 プ 原原末 ブ 米走 シ 名質鍍

JV 及 粘料料 田 JV ニ 9 モノ母：山

殊大 板 ト 焼都 吉達殆大鍍尼金
一戸 津 J;f三f ジ ナ 敷セン正山鍍越
黒 島 中 プ セ 濃郡 シ l¥ タ ノ、鍍

髪 ノ 一 数 JV 郡宮 直 年 ') 者日 山
島 花 挟箇 ミモ 戸 野云立休 シ 濃等

ノ 同 在蕗 ノ 田 村 フ シ 11-1 ノ 郡 ーー
モ E’L三Hf シ ーー ーー 村 ノ 良 セ 、、司、 鹿 プ

ノ ，，、 其於 シ戸へ官 好 ヲ ナ 野採
，，、 其 厚ア プ 回タ野 ナ 鏑 フ 村掘

議 日口口 サ採其 ノ 焼 ヲ 床 ..A 板 セ

院質 薄取年戸 或 シ J、 明根 フ

五 建 ノ ク セ 産 回 ~，、 部 古 治鹿 v 

築良 シ プ 出 焼道 分生四野玖

ーー 好 ア JV 額 或 ~ ..）・、 代十銭珂

使 ナ 翫 石 J、 J、 佐焼 鍍砂二 山鍍

用 JV ニ 友八長 石岩三 ーー Ill 
・-

採岩九焼陽波 部中セ ト 年 ア ，，、

ヲ 運 取ノ、十郡 ノ ーー 頃採大



下岩地 ア J、 J、界 々 百室了 室 JV 

剖i 輝質 ソ 稿島 ヲ 西三積 ；~ 積 ト

古 石 J、 海大田 書j ヨ 十園 同 ヱミ

生－安下岸 ナ 川 セ ソ 二幅 幅 フ

層 山 苦E ーー JV ノ JV 南度 J、 四
~・、 岩 古 J、 沖西 山 東 ー 北 ノ 室熊
主 ナ 生沙積方脈 z 亙緯 地積岳

－ ー リ 層正平及ノ、 走 リ 一 質安
石 ト 上接地千高 リ 全十 調岡 1-1-1 

墨 フ、 部達 ア 坊サ 最地 三 査幅岩
千－ 古 二え ソ 山卒高域度 ~・、 ~，、

枚 生 室 ノ 均 ノ fl I 四 技 平
石'-'-• 

Z雪層＂~芯~ 
積北三千口 十 手 野

ヨ 及方百坊牒五 赤 石
リ 母

p品A、
ーー 二 JII ナ 7) 、， 木 ト

成－ 片 ノ 波十 ノ、 リ ヨ 健 稿
リ ~_J_王I 洲 扶米高 ト リ 十 ミJ

石 第 附 ヲ ーー サ 三宅 同 一 主

英 一 近呈一
シ僅地コ 月 ーー
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一 石輝出扮祝 出 出黒及第第十北
三ノ 及石 ス岩島 Jえ セ雲泥 四三度三

プ 斜安 J、及 JV リ 母土紀紀西十

直 長 fJ I 友小 毛 岩花 ヨ 洪屠 ｝ ー 度

径石岩 総統 ノ 石両 9 積 J、 シ乃。ノ ノ、 色 島 J，、
J、岩成屠主ア 至

一 瑳結 堅 ーー 少 中川 ク J、 ーー 南八

五 晶 晶 鍛 ア 量粒上河 1皆盤商十
米 ノ 片 ノ JV ノ 乃部岸段岩 一ー 度
内 散岩 石 モ 角至古及 ヲ ヨ 傾東
外黒占 ヲ 基 ノ 閃粗生海 ナ 9 ~~ ーー
ノ .A 被 ーー .＞、 石粒層岸 シ 成ス シ
芳....... 三 JV 覆 長 雲 ヲ ーー ト ノ 砂 ソ うF

LlJ ヲ シ 石母合 シ共平磯ア 南

疋~ 普 ア ノ 片有 プ ーー 地及蹴 東

塊 遁蹴 ’斑岩 シ 往園 ヲ 粘島 ーー

ノ ト 島 品 中岩 々 幅構土北 傾

暗 .A 及 ノ ーー 固ま韮地成 ヨ 岸 斜

禍 f妃ィ、 散岩村獄 ノ .A 9 ノ .A 

色 島蹴 貼床 ノ ヲ 大 成小 レ／

ノ 東 島 3屯 及東呈部 リ 区 ト

凝 部ア y 岩部ス分 厚域 モ

2疋 頂構 毛 l雌 ーー JV ヲ サ ーー 東
質 上成 ノ ヲ ア モ 領 八殆 部
物 ーー 二λ ーー ナ JV ノ シ 米 ν ーー

ーー 露岩 ジ シ’ 毛 ア上 内 ト 於
ヨ J、石 プ 其 ノ 9 部 外水 ア
リ JV J、 大教 J、 島古 ア 平 .＞、
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穆 毛 黒 村タ 瑠川 層 沖 ヲ -1... ，、

結 ノ 色 ノ 多石 ノ ヲ 積ナ 十、
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フ 集 シ 岸 合方 キ 4，、 乃
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其 ') Zυヨj- セ ーー ノ 石腔市 泉山俺
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甚出 盤 線泉又泉南 ノ 泉石
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基雨？ノ第リヲ部三第南略本及

ニ輝成地四凝挟ュ頁三西ぺ産塞

斜石 Y ヲ来日決有於岩組五ぺ長野
長安天占培岩シア層唐十ヶ地川
石山盟ム段砂植向及ノ、五ナハア

輝岩川 JV 堆岩物詩凝本度イ白リ

石川浩モ積盤化層友産＝川望

及暗岸其層岩石ヲ質表傾及組
紫友ノ南 J、及ヲナ砂地斜大層

蘇紘平方砂頁埋ス岩ノシ和第

輝色地紋磯岩蔵頁層大よ川三
石或ニ穂屠ヨス岩ユ部ノノ紀

ノハ其内ョリ凝屠分ヲセ下層

班友頒ニリ成友 J、レ占ラ流第

品色布亙成り質下略メムユ四

散ニ虞 ;J 9 薄砂部南北ス露紀

在シシア下キ岩ヲ北 1?戸出屠
シア ハ部岩層占ユペンシ及

南波 面ニ屠ハメ走ぺ毛砂雨

部宮容 積粘ヲ頁主 Y ケン岩輝
及斜 漸土挟岩ュ東ナ真及石

北長 次層ミ層東部ゴ等頁安
東石 ニア i劫ノ部品川ノ岩山

部燐 庚挟物上ニ於中化ヨ岩

ニ友 手くミ化ニアア流石 9 ヨ

ア石 沖ア石在リ背ヨヲ成リ
JV 及 積匪ヲ 9 ア斜リ埋 9 成
モ磁 層域埋ア頁層南蕨北 JV

ノ畿 ノ、ノ識其岩ヲ方ス五白

其鍍 砂南ス西ョナ来 十望

面ョ 磯部 ヨ 9 ス山 度紀

積リ 及ニ ソ成カ川 西屠
稿成 粘小 北リ如ニ ユ J、

庚 JV 土匪 ニ茨ク連 走北

そ石 ョ域 亙屠北亙 リ西



｜宗占本石 毛毛三迫達下内い
谷メ産狩 茨嬉十スス流二層外

線雨油園 山野度茨 JV ニ十 J、頁

｜士V龍地ま 川川内向トア五頁 岩
即応 JI[ ノ、鞠 ユニ外川コ J、線岩層

鐸 ノ 石内石於於ニ上ロ北附層及

ヨ支狩産狩ケア傾流ア四近ノ凝

リ流闘油園 JV 薄斜地 ！V 十＝上友

本ジノ地朱下層そ方モ五於部質

産 ュ 北 鞠屠 ト 厚 ーー 平度 ケ ーー 砂
油 ’ミF 部 ノ 内最 ナ サ ，、 均東 JV 挟岩

地 ソ 雨 地産 J、 JV J、二 O ュ 一在屠
ノ ナ 龍質油精 カ 茨層六轄茨 シ ノ

南 イ 郡調地良如 ILi ア 米 手／ 屠凝境

方川幌主査 好 シ Jll リ 内南 J、 友界
添＇／ -，、 ーー カ日貴 J、 ーー 石 ーー ア 外西略質附

牛5沿 内？技 シ茨於三 ．ーー 三南砂遅

内？ヒ 村師 プ ，，、 ア 四 シ十北岩 ーー
ザ可P 朱三ニ 鈴 光禍上十 プ 度 ーー 層露

プ 鞠7ア 木 揮茨層米大乃走 ノ 出
約内？？ 違 ヲニ O ヲ和至リ下 Jえ

一 ノ プ 夫 有麗ー隔川五東部一
十小雨九 シシ米北ア中十方 一’ 
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基落 川 月 茨燥下二 ーー ーー 十 JV
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ノ ヲ 上 ~ ‘ 得 L〆 ，，、 十 レ斜 ーー ノ

問 交流之 ，、、 ノ、卒度 J、 Jえ 傾 J、

車遁 ノ ーー シ細均西 O厚耕薄
馬 J、西従 片 O ニサ .A ジ
ヲ 不部事 ーー 七走米 J、 ノV 北

；邑便 ノ ジ 破五 ヲ 以ー モ 西
二九 ーー 山 タ 砕米西下米焼部
JV シ 地 リ _7.、 ア 南 ーー 除野恩
モ 7 ヲ JV JV 西縮 ーー 川根
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東ノ麿翼ニムツ白北白コレヨ鞠
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方シ頁至北屠岩方十来日リソ岐‘二
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内約整ナ ／V マ J、ヲ五紀 紺1 脈問
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傾ニ被岩層イニ下ニ輝 次産径

斜シ覆層 7 Jrlア部傾石 第油路

シアジ J、成中 P 層斜安 ニ地ア

背砂ア主スノア及シ山 東ニノレ

斜岩其ト其津主上砂岩 方入ノ

層頁東シ西中ニ部岩ヨ ニ Y ミ
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断ア川ョ度金 Y 屠 y 層 泊ノ JV
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及ヨスリ比タ金ヲ成傾岩 Fν

砂ザへ内重シ津貫リ耕質モ

白産キーボクノキ鹿西集ノ

金出モ屠 l 風中アニ方塊最

ーシノノ、 メ化ノ岩ョ十岩モ

克現ナ厚約シ樫！振 P 度ア大

ニニリ サ十ア及ヲ砂乃 Y ナ
満砂 一 三 粘シ成金至其 P
タ金 五度土ユス及二上上

ス津 米ナ獄マ 砂十戸部

トノ 飴リヲソ 白度頁層

云右 ュ 基ナ 金ナ岩 J、

ブノ 達 wスイ ヲり凝北

其惇 ス 砂川 産第友東

割ェ JV 金中 ス四岩部

会ア モ 鐸ノ 舵砂ヲ

ノ、十 来，11 ニ揮 7~1 岩占

砂人土 アノ 積ユメ

金内 ヲ 採二 層シ頁｜



｜岩層 メ 東互域本 ーー 南 JV ナ 本 リ

及川 丘南暦 ノ 産 流匹iニリ 産 室

砂援陵東 川 、夫油 レ部及域 1Ell 闘

岩動地 四南部 地 本 一 ヒ 内 地 ，忠

互甚 ヲ 十部 ヲ ＿；・、 産高 プ ヲ 4，、 類

層 タ構五 ーー 占第 f由 ク 交 通根 Jll 
ヲ シ 成度 ア メ 一 地 衣遁 二九 室 上

不 ク シ 乃 頁事巳 ノ 第衣 JV 図 流

整層 ア至ア岩層 北 一日 第 唯 目 産

合向 頁 八 下及第 部北 － ー 一梨 油

ーー 及岩十部砂四 ヲ 東稀 ノ 君日 地

被傾及度 ヲ 岩紀 ｜浪 一 ーー 交忠
覆斜砂 ニ 占互層 レ〆 l凌現通類 ノ

シ 一 岩傾メ層石 リ 夷時路村 t也
プ 定互斜 ー 竪英 シ ，，、 ナ 一 質

慮 セ 層ス 般硬粗 ア 橋ノV 麗 調

々 Jえ ヲ 堅 質面 丘梁根 二入 査

ーー 該不硬砂青岩 l凌落室 JV J，、

小 凝整質岩紘及 I也 チ 街忠 技

匝友合青 J、 色輝 7 道類 手

域岩 ーー 紘頁凝石 ナ 車 よE Jll 
_,_ 
ノ、

ーー ノ 被色岩友安 JV 馬 鍍 上 角

分特覆凝 ヨ 岩山 ，忠 ヲ 道流 兵

布 ーー シ友 リ 及岩 類遁 ノ ノ τ口I:: 

シ 角 屡岩！享角 ヨ Jll J屯 網 地 七
青盛安 J、 シ聾リ 4，、 JV 走域 八

友獄山本層岩成 回毎 ::r ヨ ーー 月

二五

色 ヲ 岩産 向 ーー JV 西‘ ト リ シ ノ

ーー 呈 々 油 ＿，・、 分第 北 困釧 ブ 7 』
シ コk 版 地北 JV 三 西難路交 之

プ JV ーー ノ 々 頁紀 ヨ ナ 地 通 － ー
稜 モ 貫大東岩 層 ソ ') 方甚 従

角 ノ カ 学 ーー 及 ＿；・、 東地．ニ タ 事

ア ＿；・、 JV ヲ シ 砂本 南形遁不 シ、
JV 頁地 占 ア 岩地 東 J，、 二7- 使 タ



ク米ノV タ留ル温温リ石アカ石庭暗｜

シニ敷 JV 遁ベ泉泉此油岩 JV 英ニ維

テ満多コ斯スノ、及慮ノ、脈輝組於色

石タノト鋸湧冷ニ頁ヲ石面ア輝

英ス鎖ア山出泉 J、岩庇安岩異石

ト鎚脈リノ、口ノ、地及ス liI ，、ナ安

帯石川トソニソ屠砂岩岩中レ山

紙 J、安云 1 ア l 南岩石 J、央リ岩

ヲ主山之キ温ケ東互 J、南部第塊

ナニ岩地ツ度シ困層堅西ニ四ノ

シ石版質フ・揺ヨ十中硬端稿紀火

又英ニ J、カ氏？五ノ綾ニ庚唐山

J、ニ近堅オ六ナ度頁密梢クノ、友

ーシキ硬マ十イ乃岩＝庚南河砂

部ア凝質ナ八支至ヨシ域北岸ニ

分黄友青イ度流六 ＇） 7 ニニノア

黄銅岩紘川ナニ十惨友露亙平凝

銅鏡ア色口 9 湧度出白出 9 地結
鏑黄東凝ニ 出ニシ色ス小ヲセ

ヨ鎮西友ア ジ傾 ヲ JV 丘ナラ

Y 翌春乃岩リ 何斜ソ呈ノヲシ ν
成閃至ニア レス 1 シ外成砂タ

JV 亜北シ大 モ ケ瑳~シ磯 JV
コ鉛東ア正 盤 シ品三言語層モ

ト鎮ニ昆六 類 ヨ少組慮ヨノ

ア等走々七 泉 マナ屠ニ 9 ナ
ノV ヲ Y ニ年 ェ ナシ及於成 Y
モ交幅安ノ 属 イ 石アノV 其

概雑概山交 シ ヨ乙 英安 屠

シシシ岩採 無 流 粗山 向

ア時ア々掘色二面岩及

品ニ狭脈＝ 透 箇 岩々 傾

位其クユ従 明 慮 ヲ！！眠 斜

良量 O 貫事 ナ ニ 貫ニ J、

好多ニカシ Y、 ア キ貫 各

ニムハ



四野 J、 調 タ 北 リへ鍍 モ 掘根 ナ
米 ーー 北査 リ 見 成所石 ノ 竪室 ブ

ノ柊 見 直 園 JV 雪p国円 ，，、 、 入鍍ス
奈tJV 根域 奈｝ 石黒貰如等 Ill 
里闘室 J、 里 膏錆色 ク ーー ...，・、

岳境 ノ 北 岳北脈及乃試
「

ヨ ソ

ヲ tLJ 園見 附見 ア 黄至錐 l) 

最脈境 閤 近園 鏡瓢 ーー 試 ケ
高 J、 I勾斜 奈｝ ト 色見掘 シ
ト 千服里 ノ 里 格 － ー ;v 中 ヨ

二え μ息u ーー 郡 鍍岳 ス 事／ ーー ナ ’マ

其火限斜 物附 ，、、
プ 鎮ノV ナ

南山 フ 里 調近 キ 多石 ヲイ
方帯 JV 岳 査 モ量

」

ノ 以中
ーー ーー 地 附 ，，．、 ノ ノ 厚 プ ・流

高層形近 技 ーー 黄 サ其 － ー
サ シ ...，，、 ヲ 手 シ銭十厚 ア、
千地図 中

_,__ 
プ 鍍ー飴サ l) ノ、

六 域境心 角 貰 ノ 尺大鋸

十 ノ 山 ト 兵 鎮 外黄 ナサ床
二南脈 三〆 τg 大 ；v 等 J、

米東 ヨ 斜 八 部銅 毛 J、 石
ノ 遁 l) 里 月 ヲ 鏡 ノ 明英
サ ーー 北村 ヨ 占閃 ア カ 組
．？ 舵西 ノ リ よ‘ 亜 リ ナ 面
グ立 一宇 大 十 此 鉛第 プ ;f三，f 
ケ ス 漸 部 月 外 鏡 ー サ 中

ニ七

ヌ JV 次 分 ι 殆及坑 v ーー
; プ高漣 ヲ 亙 ン 合 道 ト E壬
l) 距下包 リ ト 銀 ーー 司王 胎
及千 三／ 括 之 石方於数 .A 

高五 プ 三／ ーー 膏鉛
、

プ 鎖 目
サ 百斜南 従 ノ 鏡検塊 下

九四里東 事 、‘ 、 ヲ セ ア 上

百十原部 三／ ヨ 雑 シノν 線



縦 石 砂流 頁北 JV 調東部 形 平八

機域岩東 第査斜分
「

ーー 英 ヤ 成 地十
シ 粗 及 ーー ノ ヨ 三匝里 ヲ l. .A ナ 七
7 面 火第薄 9 組域港 占 ぺ河 リ 米

石 苦1-1-王， JJf 一 層 TotI 層 J、 ーー メ ツ 流海 ノ一
英 ，、 友紀 ヲ E百 ，）・、 第 うF 遠川ノ、 岸標y

ノ 楳 ヨ 層挟 ーー 北三海 ク 斜皆 一 津3
政E 津 リ ヲ 宥走部紀 ーー 斜里闘 ，），、 岳
日日目 昔 成被 二九 リ ノ 屠注里川境沙重量
ヲ ノ ノレ 覆 第北 第 ク 岳及山 正 二L

有 filf i中 シ 四西区 四 ノ ク ！既 殺西
Jえ 方 積一紀十域組 火 ナ ヨ 達部
~・ ーー 屠ノ、 培度 ーー

石層
孔 ~ リシ及

1-4 ア J、 南 段 乃 ア 附 ツ 接其北

近~，＿三EI 9 河西堆至 リ 英 ト 源 内 半
，）・、 プ 岸部積三 ア 粗 ーー ス シ 側部
熔 庭 及殺層十幾エ面 殺斜オ ーー ~，、

左’i王， 々 海里 ノ、五 口口口u~~ 源里 オt ノ、 奈；｝
ナ 、

流 ーー 岸川 二度川 ヲ，.，..三． シ Jll 河里
ヲ ，女＿.＿，・ ーー 上匝 ーー 及 LIJ プ 最 ツ Jll 岳
ナ fl( ア 流域傾 オ ＊王， 南 モ ク ノ ノ
シ 耳，，＿王， リ ーー 一 奈ヰ ク

p女＿.＿，・ 西大海洪鋸
プ 々 号変分 シ シ LLJ ーー ーー 一 涌野
斜 l瞭 達布主 エ岩 流 シ 注原 ーー
里 ーー シ シ － ー ペ質 レアク虞 シ、、

斜其其昔 貫 共一砂 、y 集 ク 7 、
カ 岩流塊 里流主 卑其サ ーー J、

・7 JI〆 華北及域岩 岳域 ナ 混北
;Y 互L勾王 地音Ei疑 ーー 及 ノ J、 ;v ナ
ケ 石 ヲ ア 友分火 西調 毛 JV 部
ヌ ノ、 構 ；ジ 岩布 山 方査 ノ 所 ，），、

フ 青 成 カ ヨ 三、'/ 1疋 ヨ 区 ノ、 謂奈｝
リ 白 ミノ ン リ 持正 ヨ リ 域西 野マ里

並 色 キ占 ，、之、 成 ジ リ ~t ノ 方 t也チノ
ーー 堅 土 ツ リ プ 成 々 大 ヨ ヲ 大」

ニ
入



青 シ本 シ鳶3調里ア 石 岩標
森 タ年 タ 川ピ査岳紫安 質津

牒 リ 度 ノV 上匡 ,/ 蘇山 集岳

：た ーー モ流域裾輝岩 塊及

禅 方を 油 ノ 河ハ野石 ーー 岩其
迦青 ア ナ床有 ーー 安麗 ヲ llf;j 

油森 ＿，・、
田 JV 一同 用頒山 Jえ 貫近

田牒 青 へ露嬢布岩安 通 ノ

大 森 f示・-r; ク 出物 ジ塊山ス牽
ノ 稗 牒 其ス ュ青 ノ 岩岩地

地迦 大 厚ノV 之 白熔質 石 ヲ
質油 韓－ サ安 ジ色岩集 ノ、構

調 田 迦 0 Ill 砂叉 ー 塊友成
査 i由 一 岩載ノ、 プ 岩黒ス
ノ、 田 米上ノ、 友凝 J、 色 JV 

す支 秋 ーー ーー 海色結奈；｝ 或 ノ

日市 田 充薄岸粗 セ 里 J、外

飯 騒 タ キ 砂霧 ブ 岳 暗岩

塚 能 ス皮 中 ナ レ〆 ノ 黒版

保 代 殻 ーー リ タ 中 色 ヲ

五 油 ヲ 混其 JV 腹 竪ナ
郎 田 ナ 在中集 ーー 轍 シ

七 及 Jえ Jえ ーー きt ri~ ーー プ
月 同 想其友熔域 シ第

ヨ 牒 フ 量 白岩 ヲ プ 一
9 矢 ーー 嬰色 一 占 班紀
十 島 鍍富 ノ 麗 よ‘

少晶 石層
月 油 泉ナ 浮ス岩

九 ーー 田 作 フ 石火石 ナ英
亙 ノ 用スヲ JJI -" ク キ宜
ヲ 調 ニ褐合友友 主面
約 査 ヨ 銭有 J、黒 ニ互uヨ，i 

一 ヲ リ 鍍ース庚色 紫及

筒 施 沈 J、 ク ーー

月 fi 澱江ヱ 奈；I・ シ 輝山



層シ硬白頁部本横之至理軽本字

ヲ屠ニ色岩層油谷ニ二附宇油之

整理シ攻ヨ中田ア接百近島田ニ

合不ア珠 P 部 J、ナシ五ニノハ従

エ明居質成層第スア十ア脊育事

被瞭理凝 P 及三 更米平梁森ミノ
覆ナ柏、友下上紀 ニナ野ア市タ

シえ明者部部庵 百え＝成西ソ
東本瞭角ニ居第 米其波セ方
的層ナ E妻、 J、ュ四 以四そ JV ノ

西 J、 JV 岩維分組 下周南小地

部中モ砂色 JV 層 ノニ東倉域

及部上岩凝下石 墨 J、部山ヲ

南層部及友部英 地高ノ、脈包

東トニ友岩層粗 アサ八 J、括

部共次色稀ノ、面 ヲ 二甲北シ

ノニ第砂乙中岩 rnJ百田方長
丘海ュ質白央玄 川五山ョ津

陵綿柔頁色時武 ユ十ノ 9 軽
地及軟岩凝南岩 J、米裾来 ~t
ニ桂ニヲ友東及 大乃野リ津

分藻シ挟質部火 ナ至ナア軽

布ノアム砂及山 JV 百 Y 本及
シ化友黒岩西岩 モ米ト油南

主石色色及部屑 ノノセ田津
ニヲヲ頁暗エヨ ナ塞共ノ軽

層埋帯岩友アヲ ク地ニ中ノ

理識ヒノ、色ヲ成 二性高央三

不ス泥下砂 Jテリ ーノサ部郡

明中友部岩主第 ヲ丘五アュ

瞭部岩ニヲニニ 除陵百南跨
ナ屠球 J、上黒組 ヶ地五走ヵ
JV ＿，、ヲ黒部色層 J、起十シレ

友下合色ュ桂 J、 甑伏米浪リ

i色部有堅 J 質下 ヰシ乃岡語

。



西第其至ナ背第桂昌ニ砂＝挟柔

部四主四 JV ~~ 三藻白シ岩友ム軟
ノ組ナ十モ 層 紀藤色ア及色上ノ

沼洪 Y 度ノ相層最浮偽凝柔部砂
揮積モニ J、海 J、海石層友軟層質

地層ノシ王背略百質ノ岩ナ J、頁
ニ J、ヲア余斜南会凝接 J、 y 中岩

J、牽王北魚居北海友達時凝部ヨ

泥地余部揮発ニ謄岩セニ友層ソ

炭ヲ魚ニ向珠走有ヨ JV 薄質ア成

ヲ構揮於耕山リ手L Y 白キ砂整ソ
産成断ア賢背九議成色互岩会上
スシ層 J、天斜背及リ凝層ヨニ部

主天ー困層斜貝角友ヲ Y 被ニ
ユ田般内天層化資質ナ成覆浮

粘内ニ川田七石質砂シ Y シ石
土川東向内向ヲ凝岩縞白東質

局断方奈｝川 奈；｝埋友稀扶色部凝

磯屠ニ層背屠蔵岩ニヲ浮西友

ヨ党襲ナ剥ヲス粗盛呈石部岩

リ珠位リ麿形 粒岩ス質及友

成山ス其曲成 砂頁 JV 凝南色

リ断 JV 雨師ス 岩岩コ友部堅

沖層ト葉海背 及及ト岩ノ硬

積鹿共ノ背斜 盤茨ア及丘頁

居ノニ傾斜層 岩質リ友陵岩
J、子沈斜屠ノ ヲ頁 4色地質
沖津降 J、ュ主 挟岩部粘ニ砂

積断セーシナ メヲ J、土分岩

卒層 Y 般ア JV y 挟組質布及

地ト六ニ向毛 本ミ霧貰シ友

ヲス断十斜ノ 層上ナ岩下色
形 層五麿 J、 J、部 JV ヲ部頁
成 ア度ノ孫 海，、砂挟 J、岩

シ ソ乃主内 縄主岩ミ主ヲ



年十 明 組ス其石 ーー 岩 ス シ プ ナ 石

吉 八 治 層又雨 油 シ屑 モ 又熔 シ英

野年 十 ヨ 石翼 J、 ア J、 ノ ，，、 岩 プ 車且

田 前 九 リ 英 一日 第南八 ，，、 岩流下面
ーー 田 年 裂粗 ア ニ 東 甲 手投版 ヲ 腎岩

手 野 ノ 縛面 JV 紀部田 密 ヲ ナ 中 ，，、

掘 目 交 ヲ Z’iヨsI モ 麿 一由 火 ナ ナ セ ーー 友
井 ーー 孫 通及三 中於山 リス ミノ 挟色

及手 内 ジ玄笛 ヨ プ ヨ 其共 モ 在又

上掘及 ア 武庭 ソ 第 リ 集 一 ノ J:. ノ、

線井王 穆岩 J、 濠三拘塊黒 ナ 想駒

掘及徐 出 ノ 話E出来巳出 質色 プ プ 友

井機魚 セ 岩積 三ノ 層 セ ナ 竪 ン ーー 色
ヲ 被樺 JV 服 層其 ヲ JV JV 硬 玄玄鍛

掘 井 ーー モ ノ 及露被安 モ ナ 武武密

撃 ヲ 手 ノ 裂 J中 頭覆 UI ノ ，，〆 岩岩 一
ジ 同掘 ナ縛積 J、 セ 泊． J、 モ ，，、 ト ミ／

タ 四 井 フ ーー 暦二 塊南 熔北 同 7 
ノV 十 ヲ ン石 ヨ 十 火東 岩西 ジ ~~ 、
モ 年 同 油 リ 山部流部一一 ク 長

ノ 孫三 ノ 穆箇 礎 一 ヲ 一 下石
ア 内 十 穆 出 慮 浮於 ナ 熔部騎 ノ
JV 及五 出 ジ ヲ 石 ア ス 岩斑
モ 王年 .A 第敷 及上 モ 流沈 目回日

何徐 吉 JV 三 ，、、 火部 ノ ヲ 積 ヲ
レノ 魚野 組大 Ur 層 一 ナ ノ 有
モ 津田 ::I 層 部 友 中 J、 シ 時 シ

出 － ー ーー ロ 分 ノ ーー 干し プ 代 中

油機上 ア ノ ＿，・、 堆岩薮下 一由 央
セ 械線 ソ 闘 背 積！慌 多部教部
サ 井掘 想係奈：｝ シ ヲ ク 層 度 ーー
') ヲ 弁 フ 明軸 タ ナ 疋1－＇－ヨ、f 中 ーー 熔
ミノ 大 ヲ ーー カ 上 ノV A 脈 ーー l噴岩、
正 同 第 ナ 又 毛 火 ヲ h央 l:l:i 流
云四 一 フ J 、 ノ 山 ナ 在 シ ヲ一 一



本沼至東本間秋 山 比好葦掘 フ

油岸百部油之田
、

背較ナ シ シ大
田 ノ 五 ヨ 田 一日 牒 斜的 フ ;J、深正
~、 高十 ヲ J、 従能 層整ス倉度八
第 サ米西能事代 J、然之山九年

三四 ノ 部代 ミ／ 油秋 f事 ト ーー 脹百重苦
組十塞 ーー 町 タ 田 田 来 シ 反 ノ 八回

層米地低南 ヲ 帯、 試 プ シ西十石
第乃ニク東 ノ 能 掘重東斜二油
四至 シ培 ノ 地代 セ 墨耕面米株
組百ア 段地 質油 フ ス 面 ーー ーー 式
庵米商朕域 調田 JV JV 及 ノ、 達曾
石 ノ 部 ヲ ヲ 査 ，、、 ヲ 八石 セ 世
英 1皆 ，，、 成包 ~，、 キ 以 甲 油 シ で口まコf

組段高 .A 括 技 t也ア 田 ノ モ 野
面地

、
日市 域孫 山穆 出 田サ即 ジ

左1-lヨS「 ーー 四 チ 山 千 タ 内 ノ 出 油 ーー

角接十東本 谷 JV 背裾 J主 二え 綱
閃 ス 米部郡 好 へ斜野 JV JV 掘
ま，孟~

内 J、 ノ 之 シ 屠 ーー 慮 ーー 式
山 外高南 助 相ノ、 多至及
岩 ノ サ部 九 理石 キ フ ロ

輝 培二 ヲ 月 背油 モ Jえ

石 段百占 ヨ 奈ヰ ノ 地 シ タ
安 地米 よ‘ ヲ 層濠層 ア リ、
山 ナ 内 地 十 天出甚 同
正1-l王, リ 外形 一 田 ：λ タ 十式
及 ト 中

ノ、 月 内 JV 錯年撃

玄 そ部開 ーー 川底雑掘井
武 北 J、祈 亙 背少 シ 撃機
疋1-l王, 部高牽 リ 斜 ナ t也 ヲ 械
ヨ J、 サ ±1包 約 層 キ 質 中 ーー
ソ 米百 ーー 一 及 モ 構止 ヨ

成 代米 シ 箇 発地造 セ リ
JV ,,, 乃 7 月 珠居良 た試、



岩質 ノ 色 ノ 其友 上 ノ 、、、 黒桂星第
ヨ 砂最砂桂分色部 ト 泥色質ス三

9 岩上質藻布頁及 ア 友頁頁下組
成 ーー 部頁及庚岩 下 9 岩岩岩部層
ノV 移 ユ岩海ク 層部東 ノ 屠 ヨ 屠ノ、

過 ア及綿主砂 J、部圏 J、 ヲ J、下

手／ ヲ 凝 ノ ニ岩黒印塊其成桂部

介 ア友化 1ffe. 及色チヲ分 P 質庵

化主質石色頁頁内埋布凝頁中

石 ニ砂 ヲ 頁岩岩川競最友岩部

ヲ駒岩埋岩ノ及流シモ岩層層

埋色ノ臓ヨ互凝域層庚凝及上

蕨 ノ 互ス 9 層友 ニ担｛ク 決黒部
二λ 砂層 JV 成及岩至和主質色層

上質 ーー モ ') 砂 ノ レ〆 明 ュ砂頁 ーー

部頁移福凝質互ノ、瞭聴b岩岩匝
居岩過東友頁層凝 ナ黒 ヲ 層別
.；，、 ヨ シ部岩岩ナ友ノV 色挟 ヨ J弐

ヰヒ ') 凝内及層 ') 岩 モ ノ
、、、 ') ノV

西 成友川凝 ヨ ト 特 ノ 頁上成 ヲ

音E リ 質流友 ') スニト 岩音1.1 リ 得

ーー 凝盤域質成二三義援 ヨ ーー 桂ノV

現友岩 ニ砂ノV ヲ 達 1疋 リ 泥質モ
出 質 ヲ 至岩友 内 シ質成友頁互
シ 砂挟 レ〆 ヲ 色川黒 ニリ 疋μ王，疋uヨa「 ーー

主 岩 よ‘ J、挟頁凝色 ジ凝 ノ 層移

ーー ヲ 砂砂 、、、 岩友頁 プ 友闇 J、過

柔挟質岩泥層岩岩層岩塊中シ

軟 よ‘ 頁稜友 ノ、 理凝介部各 四

ナ そ岩達岩下稀薄不友在 ーー 層
JV 上層 シ球部ス 層明質ス稜 J、
凝部 J、 ア ノ 一戸 中 ヲ 瞭砂 違整
友 J、中主外 ア昔I.I ナ ナ岩 シ合

質 頁部 ーー 多 ') 屠 シ JV ヲ 主 一
砂 岩層友量 ア ノ、其 毛挟 ニ重



五

居第西第暦ニ造者堤セ沈十根第
ノ、四ニ十ノ、走ア jt1 黒リ降度背三

米来日議三東ソ成閃色言語ス乃斜紀

代 I皆位臣官15 富シ安頁根檎至層層

川段ジ五ニ根傾山岩背 1J1 四七j J、

平堆半披ア背斜岩及耕背十石ー

野積宵目 Y 斜十輝友層斜度背般
ニ層薩油ア層五石色 J、層ニ耕ニ
接ノ、状回ニノ度安頁檎 J、傾唐北

達本構北十西乃山岩山金説、弱々

ス油造部度ニ至岩ナ背岡シ川東

ノV 田ヲョ乃ア三露ソ郊背ぷ背ニ

ノノ形リ至 Y十出檎層斜野鶴走
タt 北成連四ア度~山ノ層津馬要ソ
三部ス亙十雨ニ叉川西ノノ長六

種及 シ度翼シ 富 上ニ西西面背

川西 次ユノア根流隣ニ方背耕

檎部 第傾傾北村及 Y アニ耕層
山ょユ ニ斜耕方駒茂背ソア層ア
川接 北シ二ニ形谷斜ア J、ト現

内遠 方北十沈ノ山軸緩宇稿出

川シ ニ部度降樫ニ附斜宵スス

等砂 沈及乃スノア近ス蔭金二三
ノ磯 降雨至切西川 J、ノV 肢岡ヲ

流層 シ部三石方珪凝慮構背金

域及 谷ニ十背ニ質友ア造斜岡
ニ粘 地沈度耕 J、頁岩 JV ア層背

平土 津降ナ層地岩アモ成 J、奈｝

地層 ノスソノ、居ヲ介概ジ最層
ヲヨ 南長ト北ノ、貫有シ緩西檎

形 Y 西面ス東竿キスア慢ニ山
成成 ニ背濁部常石ノν 地ニア背

シ Y ア掛川ヲ隆英桂層北リ綿
粘 J中 J、暦背南肢粗質錯方ア層

士積 北 J、斜北構面頁笛Lニ二 if



ナ 掘 J、 其井石 .A ノ 岩質ス 玄 及
ノV J、 日 中敷油石散 ヲ ノ 石 武 砂
位未産 出 多ノ、 基在貫石英 正1-l王, 磯

置 タ 十油 ア 友 J、 ス キ 基粗 .＞、 ヨ

ヲ 充石 セ 9 色斜 JV 偏 中面 北 9 
秋 撰分ナ 手／其頁長 モ 閃 ーー r三af 部 成
定ナ 9 ＿.；・、 多堤石 ノ石耕 J、 ーー JV 

ミJ フ シ 濁ク 内 及 ナ耕長茂 左f-l王. 

ア サ モ Jll ＿，・、 Jll 攻 リ 長石谷 床
島 試 JI／ 漸背深凝珠輝石及山 ヲ

油 掘 モ 次奈｝ サ 友 ーー 石珪石及 成

田 二1、 ノ 減層百岩 三／ 安酸英其 .A 

ノV ア 少 ニ八屠 プ 山攻 ノ 附 石
ノ JV ジ、 於十 ノ 斑岩珠斑近 基

要 ヲ 現 ケ 米下 晶 J、及品 ーー ＿，，、

ア 以時 JV 内部ノ、 中磁散 珪 輝
JV ア 之三外黒輝部鎌在質 総
へ以 ヲ 井 ーー 色石 ユ鋸ス 頁 岩
シ上採 ーー ジ頁及集 ヨ 婦岩 構
翠取過 ア 有奈｝塊 ヲ 閃 ヲ スと且旦急

ク J主 キ 最下長岩成安貫 ヲ

IV JV ニλ モ 部石 ヲ JV iLJ ヨF 呈
ト モ ミノ深層 ナ 件石岩ア シ
:2 日 ア キ ノ リ ヒ 基 J、 露撒
ロ 産而 J、 凝 プ 中檎出 撹
ノ --L.. 

モ 四友 露 ーー 山 ミ／ 石ノ、

敷石其百岩 出角川流 及
背 ナ 量八中 .A 閃上理 磁
斜 ヲ 少十 ヨ JV 石流 明 畿、 ...L. 

ノ、

層 蓋 ナ 一 9 一 ノ 斜大 カ 鏡
ーー シ ク 米穆 外長瀧 ーー 其
沿従最 ーー 出 岩石 ーー ミ／ 中
ヒ 来多蓮ス 脈 ノ 珪ア ー

趨 ノ ナ セ 試 ヲ 瑳質桂 散
官試 JV え掘 成 品頁長 在



ク 層部本 ニ方其本 ヲ 空 由 本 之秋

摺 ーー ノ 油 連二 主卒北戴利 油 － ー 回
曲分綾田 績 ア要地 々 山原 田 従牒
シ JV 色 J、シリ ーナノ 西脈塞 J、 事矢
主下凝第鮎其 JV 周 ヨ ＿；，、 地秋 シ 島
ュ部友三 川高 モ 謹 ヲ 東 ーー 田 タ 油

凝 ノ 岩紀 ヲ サ ノ ユ南遺分牒 ヲ 田

友紘層中 居 隔 J、 ーー ..），、 々 ーー ヅ 由

岩色 第 プ 一 シ庭束略へ 手リ ノ一
ヨ 凝部四 、 百 プ 々 ニ南ク 郡 地
..,, 1疋 ノ組西米高 ニ縦北東 ノ 質

成岩桂屠由乃サ I皆断ュ部南 調

ヲ屠質輝利至十段ス走山部 査
上 J、頁石原三米地 JV 9 地ユ J，、

部東岩安 蔓百万 ア子西川 位 技
ニ部居山 地米歪 リ 吉側子 二耳、 手

帆山及者玄 ト ーー 五木川 ..:::. -a JV やI
立地黒 相 シ十在ノ 敷川 地 l4 
介ノ色武 業｝ア 米小沿支 ノ 域 賢
牡東頁岩 二λ 南 ナ 菅岸脈東 ーー 一
踊部岩及 部 9 野区分部 シ 九
等 ニ層火 ーー 東小域岐ヲ ア 月
北上山 漸由板

、
ノ ーー J主 占 地 ヨ

化 々 部岩 次利戸
、
シ子 メ 形 , 

石西 ノ 屑 一由 原新ア吉高 f、 十
ヲ ヨ 1疋 ヨ 高蔓上幅川 サ 東 一
件 リ 色 , ク地保千平卒部 月
ヒ 南頁成 途 J、立米地均山 ーー

七 盤々 岩 JV ーー 子石乃 J、三地 亙
岩東層第 4鳥 吉等至本百千 リ
ヲ ーー 及三 海川 ノ 二泊五吉 約
挟走砂紀 ill 卒培千田十川 一有 リ 質層 ノ 地段米 ノ 米 卒 箇
シ著頁 J、 裾 ノ 地 ア 中 ノ 地 月
慮 シ岩下 野西 J、 え部虚長 間



J、層 v 第主トノレ浸ュス友明部庭

ーエ JV 三ユシ頁出黒黒岩瞭層ニ

般切柴来日友ア岩ス色色ノニ中経

ユ慢rr倉層青本ョ上ノ頁闇シノ化
東セ背 J、色層リ部頁岩塊ラ下木

翼ラ斜路柔ユ成ノ岩唐ヲ主部ヲ
ノ、 JV 層南軟アリ茨ヨノ、理ェヲ埋

四、 J、北ノ P 凝色リ中識暗占臓

十カ南ニ凝砂友頁成部ス友メス

度如方走友質質岩リ層貢色 一戸 JV

乃ク矢 y 質頁砂層凝中岩又部ノ
至北島二頁岩岩ハ友ノ J、 J、居外

六方町向岩層ヲ本岩上屡褐ヲ中

十石九斜ヨ J、挟油援部燐色不部

度津日層リ上有国友ニ石ノ整層

西村市一成部シノ質アノ桂合ト

翼地地背リ層庭中砂 9 如質ユノ
J、方方斜二ノ々部岩アキ頁被境

十ノニ躍化上ニヲヲ東外岩覆ニ

二背於ア石部海北挟部観ヨシ褐

度斜ア形居ニ綿々ミ山ア Y ア茨
ナ屠沈成ヲ麗ノ東庭地呈成主屠
レ J、降ス挟シ｛七ヨ々ノシリニ挟

ト其シ東ム東石 9 ニ中 7t凝東在
~漣北部 由ヲ南海部解友部ス

北緩方山 利坦！々綿及セ岩 111 q; 
方セ J、地 原臓西ノ西 J、疑地部

ユノV 明ノ 蓋スユ化部細友ユノ

於モカ中 地石走石ヲ長質稜桂

アノナ部 ノ油リヲ南ノ砂達質
ノ、ナラア 基 ノ友 埋北小岩ス頁

東ラサ南 盤露色蔵ニ片ヲ；長岩

翼ンノV 北 ヲ頭柔シ走ニ挟層層
ノ、傾モニ ナ J、軟石 Y 破ミ盟 J、

西耕障rr走 シ主ナ ra1主砕泥 J、中

入



九

岩 石ノ原友品 輝磯 第上 隣 リ 歪翼

層 油火 蓋岩ア 石及四部レアニヨ

中ノ山地層有安粘紀屠ノV 柴十 y

ニ露岩ヲニス山士培ノ、行倉五一

後頭塊ナ岩玄岩ヨ段ー卒背皮般

者ノヲシ床武 ρ リ堆般向斜西ニ

J、 主 混下ヲ 岩矢成積 ニ 斜暦翼緩

友ナス部ナ J、 島リ層西軸南 ニナ

色 ノV JV ~、ス蹴町；ifi ＿，、方ニ 音rs 於リ
頁モ火主ノシ貝積子十沿ノア ;i
岩 ノ山ト外ア喰 唐古度 ヒ 東五西

層 ノ、友シ 黒黒 地 J、川乃 アニ 十．ニ

中東ョア色禍方子泊至 J、略度南

ニ瀧 9 火頁色ュ吉 岸 四 黒市 乃北

挟埠成山岩多小川ノ十色北至ニ

在村 J b疋層孔匝其培度頁ュ六亙
ス 久厚及 桂質域 他段ニ 岩走 十レ

JV 保サ火質ニニノ及傾層レ度ノV

凝 固 J、山頁シ 蕗河高斜露 トナ名

友及百磯岩ア出畔サス出モリ高

質西 米ヨ 層 石 そノニ シ其来日 山

砂瀧以 Y ニ津一平百 北延 庄 背

岩津 上上 岩 村般地米 方長背耕

ヨ村ニ部脈虚ニヲ飴 ニ大斜層
P 吉達 J、ヲ宰紘成 ノ 断ナ軸 J、

穆津ス直ナ臓色シ前 層ラ ノ、傾

出ユ 径ス山ア粘住 ニ ス 東斜

スア O火地 呈土 山 切柴音rs 東

子 P ニ山方シ砂地 断倉山翼

古前 米 岩 ニ長 Jえ方 セ背地ニ

川者 乃屑於有機ニ ラ奈1・ノ於
ノノ、 至 J、ア輝ョ穀 JV 層南ア

東黒 一束紘石リ達 而ノ部十

普JS 色 五白色ノ成シ シ東 ユ度

山頁 米利凝｝lf JV 砂 アニア汚



米 之 一ー 行試大 モ 嘗 セ モ 明 JV 
一 ヲ 油 見掘 正 明 時 フ 出 治川一
百 摩集 一 セ 七治 之 レ油 二遺

五 棄 ア 副司 プ 年四 ヲ 津 二九 十地
十 シ ソ 抑4 v 四十四内 JV 七方

一 大 探 一 タ 月 匹l瀧 i嘩 ーー 年 J、一
米 正 度 Jテ JV 、 ヨ 年津 ノ 至初勝

八 七試 モ 9 一 村上 ラ メ 来
百 年 百栂何 同東 吉流スア試

八 十 八 シ レ年瀧樺 ノ 後四掘
十 月 十百 ニE 八樺 ニ試矢瀧 セ

九西 九七無 月 村ー プ 掘 島 樺 フ
米 瀧米十 出 ーマ 久 製井ー町 村 yν

ノ 樫 ーー 一油 プ 保 油 J、 Jll t口と ，、、

庭 村達米ニ 東 田 セ 深遠樺 キ

ーー 事f セ 一終瀧 一 9 度樺 一 地
j由 上 シ 百 9 鐸上 ト 百内 手域

気 f康 モ 五 タ 村総云二樺掘 タ
ア ーー 採十 リ 大掘 フ 一 ーー ーー JV 一、 、
ソ 綱 油 四 同、 水 一 其十於 ヨ ，、、

大 triii ス米年 口 プ 後米 アリ シ
正 ーー JV 玉 日 ーー 七十 ーー 二後

九 プ ーー 百本上十七ア 箇 目上

年 試 足 四石線齢年一慮穂、

八 掘a JV 十油掘米間 日 ーー 掘

月 シ ，、、 九株 ーー ノ 試三手 ーー
深 百 キ米式ア 深抗1石掘 ヨ

度 一 石六 曾 深度ス 儀後 リ一
-1.... 十 油百枇度 ・守 JV ノ t 試ノ、

百 A ナ 一 ノ、 百 7 モ 原線、掘一
一 米 ク 十西三試 ノ 油掘 セ一
十 百 翌八瀧十掘 ナ ヲ ーー フ

五 九 年米 t畢 米 セ カ 産 ア ν 
米 十 九 ノ 村 ’マ フ 9 シ 試 タ
ーー 八 月 慮 奉 プ v シ其掘 JV 
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或接志賓文桂 一 本 色 東 ア
，，、 見図 ーー 久藻 亙年 透瀧之
桂 セ 瀬本年士 ヲ 度 明 樫 カ

藻 ブ 棚邦間 ア ーー ーー 村錐

士 レ〆 地 ーー 亜技 工於 工 シ金盤
タ 方於米師北業 プ

業
ア~［［ヲ

シ リ ーー ケ利佐 原 J、 多西中
プ 是於 JV 加藤海・料北 原 少瀧止
多等 プ 佳人｛事 用海 硫？皐 シ

大 ノ 採藻パ藤道鎮ー道 料 黄村 大
ノ 中集土 ン七 物青 係 臭千正
望桂 セ接ぺ 月 ヲ森 ア 年十
ヲ 藻 ｝V 見 リ ヨ 調踊 リ 楼年
蝿 ノ 標 ノ ヲ 査島 矢十
量本初

」

九 シ茨、 島J主 ノ、 月
ず、、、 少 中 メ 渡 月 タ 披 町 ーー
カ ナ ヨ ナ 島 ーー 9 千 行至
ブ ク リ リ 闘亙 某 平リ
サ シ桂 明亀 9 愛 十再
】V プ 藻治 田 約 生日 一 ヒ一モ桂 ヲ 二郡二 山 ケ 重喜
ノ 藻接十根箇 口 樫井、
ア 士見二回 月 愛 及 ヲ
リトシ年 内問 媛 月 開
陸橋爾神 エニ 之 吉富 Ill 始
藻ス 来保珪 カ 本 － ー セ
土 へ相小藻調 及 冷 リ

四
，；，、 カ 次虎土査 鹿 泉
渡 フ プ ，，、 ヲ ーー 見 湧
島 サ慮西接従 島 出
園 y 々 山 見事 ノ エλ、
茅 モ ーー 正 セ ジ 一 何

部 ノ 珪吾 リ タ 道 v 、
君Eア藻 ノ 是 ソ 九 モ

臼 え土後 レ／ 勝 無



県幼 岩 方根桃二海至 岩 方熊北尻

角 黒 ヨ 約 田朕十 岸 三 凝 ーー I自 見村
E費 色 リ 三内 ノ 米 ーー 十友行 ノ 閤字
左μ王， 普J.1 成基 ノ 塊 凝 度 岩 ク 桂網熊

ーー ア JV 米桂 ヲ、 シ 1疋 一ー 及 こ2 藻走泊
シ JV 桂 牛藻合 プ 角傾砥 土郡亀
プ ノ 藻 ノ 土 ム 黄盤斜藻約 ノ、網 田
露 外 土 字 J、 ー反 ・岩 Jえ 土 一磯走郡
出 ，ム，、 山古 色 ーー 磯 ヨ 基 谷町尻
音［.I 蛋 頁 脊武 ヲ 被谷 リ 米川 ヨ 芹,_,_, 

ノ 白 ~· 王' 泊井 是 J、 Jfl 成梯 ノ ヒ． 内
延 石 ト ノ ノ 三J レ〆 ノ リ 面河 村
長 ノ 同 海人 層 プ 下一 Ll! 口 根
四 国 層 岸家 理露流般

」

ノ ナ － ー 田
十 塊 位 一 ヲ 剣 出河 一 北 JV 産 内
五 ヲ ーー 産距 然 ス 岸南東磯ス 後
米 坦！ ア 二λ JV セ JV 一 北 麓 谷 JV 志

厚 臓 '} 地北 ス桂露乃 ノ 部 モ 園
サ ニス プ 質東 其藻出至海落未瀬
-'-- 桂 黄 ，，、 方 中 土ス 北 岸 ヨ タ 棚ノ、

米 藻 白 第約 ーー ，，、 JV 々 ーー リ 稼郡
ナ 土 色 三四 黒露頁東露熊行瀬
'} ノ ヲ 紀基 色 出岩 ーー 出泊 セ 棚
上 是 層米 堅部 J、 走 ;7. ノ フ 村
J、 シ ーー 根 鍛 ノ 多 リ 地部 v 天
磯 有 シ 田 ノ 延少東質落 タ 盟
ヲ 機 プ 内 学長 ノ 叉 －＇，、 ーー JV 園
i毘 物 凝 ノ 蛋約桂 J、 第至 ::7 天
二耳、 ヲ 友部 白 四藻東ニ JV 盤

四

JV 多 角 落 石百 ヲ 南 紀海 ナ 君日
砂 量 E聾 ヲ ノ堤合東 暦岸 シ 遠
居 ーー 岩距 闇厚 、、一、 十 ーー ーー 5.llJ 
下 f昆 頁 JV 塊 サ熊八 シ沿 村
J、 久岩南 及平泊度 ア ヒ 遼
凝 JV 砂西 扇均 ノ 乃 頁南 5.llJ 



長 (') zコ 約 J、五 ナ 合七 ヲ 角 シ ノ瀬 ｜
JV 約 ： 十柱百 JV ーー 米検度 プ 上棚

円ヨ
五朕米 モ 戴 ヲ 凝流 ノモ 一 、，

ーー ス

ノ実 E米節 9！じ裂モシ JV 以次等桂

ア厚~· ニ理経緯厚アヲア質＝藻
ソ サ シヲニニサ集得東角モ士

其約アア呈遁泊約塊へ方盤小 J、

延十斗~ 層セ スヒ三質シ ニ岩露主
長米 位 JV JV j" 米凝其傾砂出ニ

及ナ 。ー殆玄隣ノ、延友 一 斜岩ア瀬

厚リロE ン武道水長岩 J、ス及 9 棚

サト手 ト 岩ノ酸約中瀬 rri盤 :i港
共 Jミ 等水床入化 八 ーー 棚藻 岩 ーー ヨ、
ーー 此 ノ 平 － ー 口 銭米介港士 ノ 第 リ
各 外 植ナ 被 ーー 浸 水在 ノ J、互三北

一 梅物 リ 覆 ア 潤準 ス 北庭 層 来日方、
米 花 化 桂 セ リ ジ 上其端 々 ヨ 層 此
内 都 石 藻 フ プ プ ノ 一 一 ーー 中 羅一
タト 三一三士 ヲ 土 ノV 集 赤高 J、 基露成 ーー 部
ア 常埋．中露塊禍 サ 嗣米 出 リ 介 落
ソ 小撮 ーー、 出質色約 内ノジ概在 ーー

又 皐ス J、 部凝 ヲ 三 川 海其ネ Jミ 至
中 校其桂 ノ 反基米 口 岸賦南第 JV

歌 ノ 四藻延 岩 二え ナ ノ ーー 存北 三海

Jll 南 J、 ノ 長 中 其 ヲ 左 ア ノ ーー 組岸
ノ 方蛇 外 約 ーー 三珪岸 リ 紋走 層 ーー

四

左 約羅 ？由？八 扇ーハ藻 ェ其態 リ J、 沿
J手u 一 ア厚 J、 十 河一 ノ 同十桃嗣土 ヒ

稲 百路~米航 内 ，，、 1) サ 四度岸 プ

荷 米傍 同go 水 7 部殆 ア 約箇乃 及露
市申 ノ ーー ち準ナ 落 ン磯三慮至・海出

枇 慮露 m 上 シ ノ ト 層米ニ十岸 シ
匂Uつ 司． 、

附 ニ出 ノ 其北雪 ヲ 延於五 ーー 中
近 露シを同 高南方白不長ア度 露歌
及 出廷 サ端約色整約之 ノ



北 角 出 車問 磯純左藻 シ色聾遠 シ Eド

西 盤 .A 走 居粋岸 ノ プ 無岩別其歌

叉 質 地 ヨ ーー ーー 一 遺南暦 ノ ノ 賦 川
＿，・、 凝質 ピ被 シ 於骸北理互桂存 ノ

南 友 J、 ト 覆 ア プ ヲ ーー ノ 層藻 ノ 上

東 岩第 セ 厚友合 シ 頁 ヨ 士服流
」

一 頁 一 ノ ブ サ 色 有 プ Z払tr ヲ ＿，，、 態満一 一
度岩紀 磁 JV 約頁 シ 西及成第詳俺

乃 及 層 藻 二岩時方黒 '} 一 カ 鍍
至砂第 土 米 ノ ーー 十色凝組 ナ ヲ

四 11三r， 四 .＞、 学上其度粗友 暦 ブ 採

十 ノ 紀 網 ア ーー 量乃粒岩 一 _A 掘

度互 層 走 ') 厚多至 ノ 及介 セ、
ーー 層 及 市 屠 サ ク 四 砂泥在 シ

傾 浮 女~・ 街 向 約不十岩友ス 奮

耕 石 山 ノ ，，、 五純度 ヨ 質第 坑

J主 砂岩 南 南 寸 ノ ーー ヲ 砂三 ーー

角 岩 ナ 西 北 ノ 桂傾成岩来日 至

重雪 ーー リ 約 ーー 砂藻斜 ') ノ 層 JV 

質 シ ト
__,__ 

シ 層土 -7: ~襲薄ノ、 道ノ、

凝 プ _A 基 ア ヲ ト 上岩層上 路

友 北 第 米 西隔稿層及 ヲ 下 ーー

岩 一一 網 方 ア ス ノ 凝挟二
.＞、 十紀走 一 、 ，、、 頁友 、、、 居 露一
網 度 層 湖 十露 キ 岩岩上 ーー 出

走 乃 ＿，，、 ノ 五 出 モ ，；，、 ノ 層分 ア

Jll 至下 東 度 .A ノ 殆薄 J、 JV JV 

大 四 苦日 芹 ーー JV ア ン 層 主 下 モ

曲 十 ヨ 鍛 傾桂 ソ ト ヲ ーー 居 事t
及五 l ') 道 斜藻遼常挟 白 ノ、 v 

網 度列 ーー シ 土別 ーー ム 色 砂 毛

走 東記 浩 不 J、 Jll 多層 乃 岩 芽1]

．市 ス ヒ 整比 ノ 少 向至頁 蘇

街走 レ プ 合較下 ノ J、 友岩 繁

地 リ ，；，、 露 ーー 的 流桂概褐及 茂

四
回



三桂約桂 慮有不岩山ピ藻砂ノ

本藻ー藻 迄シ純中岩トノ岩断

木土箇土 向裂ナニ及 1 遺ノ崖

町 月石 珪縛ノレ介角ノ骸互ニ

ノノ、間 膏 藻ニモ在閃培ヲ層露

問北ヵ布 ア水部露山地蔵ヨシ

ニ郡調土森ソ酸十出岩ヲシピ網

位大査凝 ト化米部ア構ヨト走

そ深ニ友蝶云鎗 J、ノえ成 l!" ~監 ｜
其内従岩 ア浸雲延網シト附獄

附村事粘 此潤白長走沖 1 近ノ

近洞シ士 外シ色約湖積ノ網裏 ｜
ノ、内タ及 白アュ八ノ層鍛走大

海中ヲ火 色茸シ十東川道監正 i
抜津 山 ア褐ア米岸網線獄山

七軽 友 呈色比厚銭走路敷ニ

十郡 スヲ較サ道川ニ地於

米清 技 JV 呈的二線ノ？宮内ア

内水 師 頁ス純十路下ヒーハ

外村 飯 岩 盤 粋米ニ流桂眺建
ノ下 塚 ノ、井ナニ露ニ藻山築

牽湯 保 概ノリシ出其土等石
地口 五 ネ結概アス頒露ユ材
ニニ 郎 多果シ上 JV 布出露ト

シ産 十 少ェア部桂虞セ出シ

ア出 月 桂依宇九藻ジリシア

四五

洪ス ヨ 藻 v 蛋米土安第頁採

期内 十 遺北石黄堅岩紀中セ
ノノ、 ー 骸東ノ褐硬ニ洪ニラ l

キ占 七 月 ヲ六間色紙 J、積 J、 JV i 
士 戸 ーー 合百塊ヲ密輝層多頁、

有米ヲ帯ノ石川少岩 ！砂 町 亙

磯 及 リ スノ合ヒ頁安ヨ桂及 i



漂附英雲石ア J、頁下セ年約出ョ

布近粗花 膏 之安岩湯 y ョーシ？
士川面石 ヲ山層口ト P 寓其成
第岩 膏 J、採岩中ノ云採卒上リ

J、ニ露十上取脈ニ桂ア取方 J、長

南来日出二北，セニ介藻 セ米浮上

捧総ス三郡シ接在士 ラア石部
軽色 ν 噸七コスシノ、 v リ質ニ

郡凝トヲ戸ト大ア下 問従砂浮

山友モ採町ア正河揚 七来磁石

形岩附取ノ Y 五床口 年白暦質

村及近セ東ト年ニ部 末壁ニ砂

白黒ニシ方云ノ露落 迄ト被磯

建色土モ約フ交出ヨ ニジノ、居

竹頁砂埋十 及シヲ 約；テ v ア

併；岩堆臓二 同北槻 二知西 y

村ヨ積量基 八方内 百ラ方~~
切 Y ジ少米 年三 川 五 ν 約藻

明成及ナ作 ヨ十ヲ 十白四土
中ノV 坑キ回 ソ度遡 噸色度 J、
津 口魚川 九ニノV ヲ又ニ j同
軽 埋メノ 年傾コ 人 J、傾内

郡 波中上 迄斜 ト 遺貰斜ノ

千 シ止流 化三約 石色シ南
年 産セ銀 粧厚ニ ノ ニ 厚東

村 出リ南 品サ基 材シサ約

ー ノト木 ニ約米 料ア平二

ノ 朕云ュ 混七ノ ト土均 基

渡 態ア産 入六 鹿 シ肢約米

清 明採出 ス米ニ アヲニノ

水 カ掘シ JV ニ第 横墨米地

村 ナ跡大 目シー 演スぽ獄
小 ラニ正 的ア来日 ニ大存谷

津 二ミ J、九 ヲ下黒 搬正面ユ

及 其石年 以部色 出六積産

四
六



四
七

規質東ソ明 J、ニ用白ヲ石内ニ阪

則自西トノ慮接ニ揮ナ英ニ紀元

エ色約云漂々ス供ノス粗満凝材

散凝九ヒ布ニノV ス漂.：（：面俺友馬

在友米大土淡北其布ノ岩鏑岩村
ス岩南正 J、総方採土アノヲノ湯

其ノ、北四切色ノ掘 J、 9 盤包擾口

岩之六年明ノ断跡温 質戴質及
石ニ米及ノ漂崖 J、湯 セシシ藍

ト近除同西布ニ径ノ JV 或タ内
ノクニ九方土 J、六南 モノ、 JV 面
境露シ年約露第米方 ノ満モ津

界出アニ半出三飴約 ア俺ノ軽

J、シ淡短基ス紀ノ宇 リ鏑ニ郡

明内紅期米 JV 総摺基 金主床麗大

瞭ニ色問ニモ色鉢米 崎ヲシ戸

ナ大ノ小ア表凝形ノ ニ挟間瀬

リサ漂規 9 土友ヲ路 於ム岩村

ト約布模アニ岩ナ傍 ケモノ轟

ス O 土ニ嘗披露シニ ノV ノ成木

0 露之アノ、出中ア カア層及

ニ出ヲ洗 ν スニリ 如 Y 面岩
米シ採耀之又水ア ク !tbニ崎
ノ高取石ニ此ヲ時 粘外居村

略サシ鹸近地湛ニ 土湯朕古

球ータ代クヨへ村 層口ヲ野

肢米リ用維リ漂民 中ニナ揮

ヲ飴トト色上布之 ニ於シニ

ナア五シ凝流士ヲ 不ケア産

セタアア夜半ノ採 規 JV 介出

JV 第其之岩基露取 則モ在シ

漂ニ採ヲ露米出シ 形ノス $
布紀掘採出ノナア ノ、耳元ク

土浮跡取ス間シ洗 塊如 J、 J、

不石川セ切ニ之濯 肢ク其第



厚 Y 白湯モ十ノモニ共 JV JV ノー

サ芸員家口ノ米互其漂同ぷモハノ

J、布洗ノナノ層下布採津ノ満渡

五士濯漂ラ問ナ J、土取ノ J、俺ノ

米 J、用布ン露リ不 J、シ漂不鋸漂

ア後ト士 出ト明東乾布規ヲ布

ク者シ J、 ススナ西燥土則件土

藍ノア湯 主主 ti リ約ジノ、形ヒ J、

内麓之口 附元漂四ア赤ヲ厚第

ノ質ヲ部 近字布十後揮ナサ三

漂 セ採落 ノ久土米之上シ一紀

布 JV 取ヨ 地渡ノ語ヲ流露フ~維
士モスソ 質寺上北弘ナノ、宇色

J、ノ附槻 ヨノ J、約前 JV JV 以凝

相、近内 Y 漂第二市千ズ上友
馬如一川 察布三十閥年面ア岩

部ク帯ヲ ス士紀米製及積リ中
落其 J、遡 JV ノ、黒ノ油清約中ニ

ヨ面第ノV ニ満色問所水ー留二

リ積ニコ 黒俺頁露ニ雨 zp.津箇
藍東紀ト 色鍍岩出逢村方ノ慮

内西紘約 頁ヲ及シソ界米津ニ

川約色十 岩包多雇タノニ日産

ヲニ凝二 層ミ少サ Y 山シヨ出
遡百友基 中犀漂約ト頂ア 9 ス

JV 堤岩米 ノサ布四云ニ其上告長

コ南及ノ 凝約土米ア産他流山

ト北石 庭 友二化 J、採出 J、約揮

約約英ニ 岩米セ之掘シ沖千ノ

六四粗ア 中ニノV ヲ跡醤積米海

基十面 Y ニシ総見ニア粘ノ口

米米岩村 介ア色 JV 就村士河ニ

ノニヨ民 在延凝ヲア民ニ床ア

玄ジ 9 時 ス長友得見教被ニノV
蕃ア成々 JV 約岩 JV JV 名 ρ アモ

四
入



四
九

取 J、凝浦凝ス則十岩米ス噸轟津

シ砂友及友 JV 形度崎ア其ヲ木ノ

現岩岩湯岩モアニ部リ採採ノ上
時ユノ、ノ ノナ傾落此掘取漂流

休シ温津 J、アジ斜ノ外跡ジ布ニ

業ア湯＝南 JV 磯ス北轟ニタ土沿
ス北附産津モト漂方木就 JV J、ヒ

漏西近出軽重共布約ニアコ轟約
ノ五ニシ郡要ニ士二 J、見ト木五

津十ア白山ナ存 J、基満 JV ア部十

ノ五ソ色形ラ在厚米俺ュ 9 落五
凝度ア攻村ススナノ鍍漂トノ米

友ニ第珠上 ポ約慮ア布云北ノ

岩傾三質野 ターニ随土ア方問
J、耕組ニ及 採五ア伴 J、地黒露

板シ総シ瀧 掘米リセ北質崎出
留・厚色アノ セノ地 JV 東 J、津ス

ヨサ凝俗樫 ラ粘質漂約第上主E
リー友ニ北 v 士 J、布六ニ流下

南五岩白津 タ居第士米紹約流
東米居士軽 JV 中三ア北総四 ！エ

ーアニト郡 コニ組リ西色基紘

基リ挟稿嘉 ト径砂岩約凝米色
米寸ご在シ瀬 ナ O 岩崎五友ノ凝
ノ数シ精村 シ ー頁村米岩蕗友

庭年 ;ii米嘉 此米岩古 ノ ニニ岩
ニ前上用瀬 外乃ノ野地シア露

在ヨハニ西 浦至互津域アリ出

リソ浮供津 俺 O 層ニニ南アス
ア坑石セ軽 鏡ーニ於露西大

緑内質ラ郡 床五ジケ出十正
色掘凝 JV 深 中米 j" JV シ度二

凝ユ友上浦 ユノ北モ高ニ年

友ア岩野村 存不西ノサ傾約

岩採下ノ深 在規ニハ四斜八



t也 一 府i 疋l1王-t 日 ーー 深 7 正黒嘉 六 厚
下 米 土 頁十介浦採五色瀬貫サ

ーー 内 疋uヨf .ノ＿，＿、4・ f「h主. ノ 掘年頁 ノ 入 J、 介
設外 ＿；，、 ノ貫シ凝ヲ 瀧岩凝 リ 明在
シ ノ 中 互入北次開 ノ 層友七 カ シ

厚表 津 唐約方岩始津 中岩 八 ナ 其 ｜
サ 土 軽 中 百六 J、 セ 上 ーー ＿；・、 千 フ 上
＿，、 ノ 郡 ーー 俵度深 リ 疏 介嘉俵サ ＿，、

未 下相 介 ヲ ーー 浦 ーー 在瀬 ア JV 浮－ 
タ ーー ．馬 在採傾港 於 シ ヨ y モ 石
之 有名J キt シ 取斜 ノ ア 上 9 タ 五質
ヲ 一 湯－ 厚 セ シ南 之 ーー y 米凝
知
． 

厚方 以友口 サリ ヲ 友田 ト一
プ 米 ノ 約湯サ約 採色 川 云上岩
二λ ノ 南 O ノ約二 取凝 ヲ フ ア ーー

大 口口口 西 玉津十一 シ 友東 JV シ

正 質 約 米 ノ 五基 同 質方 ，、、 ア

一 劣 一 ア 凝米米 十砂 ーー シ 北一
年 等 基 リ 友 ア 白 年岩遡 大西
ノ ノ 丹ミ 疋Bょヨf． 9 土 本下 JV 正三、
Jコー.... キl~ ノ ，，、 明 山 流 ーー ::J 五 十
ヨ 土 慮 能治 一 ト 角 ト 年五
リ ア ーー 代四 ア 支盤約 ヨ 度
約 リ 産 街十 リ 流岩六 y － ー、

一 其 出 道年ア 湯 ア 基 之傾一
主｜三 下 .A 路 ヨ 第 ノ リ 米 ヲ 斜
問

、
傍 1畢ーー 地 リ 一 プ ノ 採ス一

之 良 質 一 之来日 厚庭 取其
ヲ 質 ＿；，、 ア ヲ 総 ノ サ ーー ジ下

採 ノ 鉄 リ 採色 合十 ア 盛不
取 粘積 プ 取凝 流 五 y 時 明
三／ 土 屠 第 シ友 貼米 プ J、 ナ

プ ア ーー 三現岩 F甘 ナ 第 {f.=. JV 

F句 JV シ 紀時麿 近 リ 一一
器 モ プ 砂一中 ーー 大紀 十メ

五
O



｜崩 yν む漂踊之漂 取火.； 0 火ヲ
壊 へ ノ布島カ布 使山メ主山製

セク 北土牒調土 用友ン基友造

ノV 桂 東 査料ス I、 I、米セ

魚住六 J、 ニ士 主主格〉ノ J、 y
メセ基西 従長掘他シ混底南ト

詳 ノV 米自 事石島竹工入ニ津云

カ凝ニ河 シ石牒館事材在軽プ

ナ次位君r~ タ英浜村中料 JV 郡

ラ 質 ス小 7 及披葛ノト浮山
ス 頁ノV 田 浮 牒川沖ナ石形

岩 小川 石千部浦ス威村

ト 田村 砂葉落ノ二火袋

砂川及 牒ノ水庄山及

岩 村耶 技 南力内友二
宇麻 師 方電ニ等庄

ノ石郡 木 ニ気於ョ内

間山岩 村 モ接ァ ！） Ti 
ニ ニ月 六 火電 J、成館 、

日壬 ア 村 郎 山所浮ノV 村

胎リ ニ 十 友ニ石火葛

シア産 二 ア於火山川

11肩凝出 月 リア山岩ユ

約友 Jミ ヨ イ；礎屑産
八質小 !) メ砂ヲス

米 頁田 ー ンポ火袋

ア岩川 月 トョ山ニ

五
JV ノ村 ニ 混 ！） b疋於
カ麓 ノ 亙 入成トア

如質 漂 !) 材 JV 稽 J、

キセ布 約 料火シ温

モ JV 士 四 ト山ア湯

採モ ノ、 笛 シ岩採ノ

｜ 掘ノ白 月 ア屑取東

i 跡ナ河 問 採ヲシ方



サ岩ラ屠出盛ニン JV 粘モ脹林岩

J、ト ν ー シ岩分 ト常土賦胎樺月

0 凝シ 砂及ツ原磐 存シ附村

六友モ米岩砂へ料線 J、ノ露近ノ

六質現下層岩クニ四石肢天ニ漂

米砂時層トョ蹴使ツ域態掘 ア布

万岩採ー 盤リシ 用倉郡明ニリ土

至居掘五岩成アス曜大カヨアノ、

ート跡米 1- ＇） 北地ニ野 ナリ熔喜

ーノ崩ナノ茨五質至村ラ之岩多
米間壊ソ問唐十 J、 JV 大スヲ流方

ナェシ中ニ及度第問宇一採ニ町

Y 介賦部介三束三ニ白筒取被ノ
在存層在粘ュ和人岩年スノ、北

シノハシ士走層車及ノ想 v 々
茨肢八三層リニ軌中精ァ タ東

居態、ツ茨ヲ南シ道島製ニ JV 七

砂明入居挟東アアニ高凝 第基

質カ樺及メ五砂ソ産 三 友三米

粘ナニ－ 1) 度岩其 1±1 四質紀ニ
士ラ露粘三乃屠産シ百頁凝位

府ス出土品lj 至合出其噸岩友ス

2え 上ジ借土二炭額採ナノ質ノV
粘部渓ョ・唐十 ！賀 川掘リ 縫頁岩

士居流リ中度凝一場ト質岩月
居 J、ュ成ノ ニ友箇ヨ云シ中村

ョ八沿ソ下傾質月リアタニ大

ソツヒキ1'1 部 ~I- 砂七 －~·I Y 熔字

成入数土居ス岩百々 モ岩入

リ津箇暦 J、合暦噸東 ノ ニ田

キ1'1 中庭ノ中茨砂ニ約 ナ近付

士島ニ 厚島居質シ 四 JV キ宇

層津採サ津 J、頁ア基 カ部杉

ノユ取ノ、ュ主 岩 セ米 如分山

厚護セ上露ニ層メナ キニ若

五



五

陶ヨス山笠目其節 JV 粘ノ田粘茨

器ヲ （ー）内問下上粘蛙土西ニ土域

ヲ成北村町露ュ土目ヲ方産 牒
製リ山箱附天アノ、粘挟約出 J、

造洪内田近掘 Y 蛙士ム五ス多
ス積村（二）ノニア目ア粘百南賀

採居箱笠粘ョ黄粘リ土米中郡

掘之田問土 Y 褐土其ェノ郷南
場ア附町ノ、採色ノ厚木慮村中

ニ被近甲笠取ヲ上す節ニノ郷
於覆 J、ノ間セ曇ニ三粘第粘村

アス低山町ラシア米土三土西
ノ、洪 夷（三）北レ厚ソニ及紀ノ、茨

上積ナ笠山石サアシ普合常域

部層 JV 間内岡 O黒ア遁茨磐郡
ヨノ、丘町村製五褐上粘層線笠

リ 嘘陵新南陶米色部土 ニ南 問

貰揖 地堤山所アヲーノ介中町

褐粘ニ （四）内エ 9 呈米二在 j~［i 附
色土シ宍村於共シ J、種ス 牒 近

粘及ア戸及アニ厚友ア合ノ異

土砂基町宍陶其サ白リ茨北壁

！写 機盤大戸器分 O色此居西君［5
サヨノ、池町ノ布六下外 ノ、約長

Q 1) 古（五）ノ原ノ六部花主六 讃
一成生大慮料匪米二間ニ基村，

六 y 代原々ニ域ア米岩砂米源

米 此ノ村ニ供康 Y J、ノ 岩南 法、、ー”、 、
帯粘粘農産スカ普青分ョ中寺

黄土板谷出 ラ遁友解 y 郷及

赤ヲ岩原シ サ粘色ニ成村紫

褐採砂等主 JV 土アョ リ 字尾

色取岩ニニ カノ、呈ソ石上村

粘シ互露（ー） 知更ス成炭石東
土ア層出北 クュ木・ v 及岡山



ニニ地至リニサ尖南色 1£!庚サ露
薄青ニ一成シ O 厚方粘粘カーす
キ色シ五 Y アーサ約士土 JV 主一

モヲア米此基三 O 百厚及へ米ニ
東墨基笈粘盤米二米サ花シヲZ米
方シ盤紘士 J、友三ノ 0 儲（二）ソ逗
及厚ノ、色ヲ古黒米水八質笠ア褐

南サ花粘採生色－－；井三砂関西色

方。崩夫取代粘椴＝さョ町方粘
エ五岩厚 シ ノ土ス於青 リ甲ニ土
ノ、米ヨサア粘露 JV j" 色成ノ J、露

；競乃リー陶板サモ J、粘 Y 山 尖サ

増 至 成米器 岩 O北赤土此附滅。
漸二リ内アヨ六方褐露粘 i丘スー
ヨたー嘘タト製リ六約色サ土 ノ、 JV 五

ニ米増す 造 成米五車＇i O ヲ花モ米
）． ） 、

厚 ニ及検ス リ ブ十土三採闘東禍

クシ粘ス採洪見米！享三取岩方色
北ア土へ掘積 ノV ノサ米 シ ヨ ニ 粘

方採ヨシ場層 f三）水二瓦ァ y 迩土

J、掘リ（困）ニ之笠井き黒陶成 績露

宅揚成実於ヲ間ニ予言色器リスサ
地附 JV 戸ア被町 J、色粘ヲ訣 Fレ →

ニ 4[[ 洪町 J、覆新赤粘主製積モ き

近ニ積大青ス堤褐士厚造 暦ノ青

接於層池色浜附色露サス之、色

シ ア之附粘積近粘サ Q ;f長 ヲ 如粘
随 ノ、 ヲ近士層 J、土 O 六掘被 ク土
ア東被 J、露 J、低ナ六六揚覆~ ~ 
採部覆低サ嘘夷ク六米ニ ス 分色

取ニス夷 O揖ナ予言米子於ポ布粘
シ厚話ナ四及 yν 色｝正 y ア積ノ土

得ク士 JV 三粘正粘黒豆 J、 居直 互

へ西 J、正米土陵尖色ヨ赤ノ、域層

キ部主陵万ヨ地 厚 粘 P 褐 ；牒梢厚：

五
回



計十東紫 検五 7't 長 ノ、類ア及 流キI~
一米岸尾 シ十ノ 讃 二徳水友 ーー 土

米 ノ ノ 村 其米 i中村 十利準色 沿ノ、

一 匝 J中東 厚 ノ 積源 三類以粘ヒ其
シ 域積 山 サ 匪暦法 高植下土延 量

ア 内 居 田 合域中 寺 飴木 ーー 厚長豊

其 ーー 中 ノ 計内 － ー ノ 園鉢浸 ナ 約 富
下九 ーー キ占 。ニ 介粘 ナ 額ス O 九 ナ
，；・、 箇介士 五三在土 リ 湯此ー十 フ

地慮在 ノ、 米箇 ジ ノ、 ト 婆等米米 サ

内慮現真 云茶
、、戸，，

下 ーー ミ〆 真 ノ ヨ 一 JV 

ーー 於北壁 外 ーー 一 壁 ア 壷粘. 9 亙 J、、

設ア 東 町 ーー 於北町 紅士成 ソ シ

3ミ 採 ヨ ノ ミ／ ア 東 ノ 鉢ノ、 9 露（五）

取 リ 南 プ 採 ヨ 南 目 古 口口口、 出大

セ －閑_,__ 々 未取 リ 匹｛ 皿来質 シ 原、
フ 西岡 タ セ 南約 火 ヨ 佳褐村
JV ーー 約 其 フ 岡三 入 9 良色庚

採約 下 JI〆 ーー 五 片笠 ナ 粘谷

椀七五 底長約基 口 間 JV 土原

場百基 一 サ千米 等焼 モ 厚附

ーー 二米 達二百大 ーー F旬 北 サ 近
於十 ナ セ 米七字 焼器東 0 J、． 
プ 米 ノv ス ノ 十源 成 ノ 方 七洪

粘北 大 試米法 セ 原ニ米積

士西 寸，i『ー・ 錐北寺 フ 料傾吾 牽

層 ヨ 東 杖西地 レ〆 ーー 斜色 地

五五

ヲ リ 山 一 ヨ 内 大供 シ おlj ーー
検南 田 ヨ ソ ナ 正 セ プ 士 ミ／

セ 東 i-11! リ 南ノV 十 フ 幾 露 ア
JV ーー 内 四東樫 年 v 何 サ 中古

ーー 革命 ノ 粘 ーー Jll ノ 慨 ナ 0 士
厚 三 棲 士約 ノ 産類 プ 八層

サ百 川 層四 北 出 摺 .A 五 J、

合九 南 ヲ 百西 額鉢 シ ~渓



度 白 ヲ イ宇 サ米附道 ス ノ 長 ト ヲ 長
西色イ宇 ア O ナ 近附其 尾石 シ 紫讃
一 ヲ フ 雨~ JV ノ 近主 ヨ 及 プ 尾村
走塁石 組リ 五 毛 ぺ（五）ナ リ 石土村大、
ヲ ジ英 ノ 米其 グ．ブミ ノV 新英管大字
東不 J、 ヰE ノ 北 ーマ 瀧 弓と 治 甑字源
北施瓶 同 長部 タ ノ ノ 郡長克東法
東物 シ 岩石 J、 イ 津ノ、 柿石等山寺

一 ナ プ ーー 及厚 附（ー）岡 及 ーー 田 ーー一 ー
十 ク 煙 近大サ d，、 近山 町石 る〆 － ー 於
度 品色 キサ O 北 ーー ノ ー 英ア 於 プ
ーー 質 乃 慮。一十 ア 尾 遁 J、大ア .；・、

傾良至 =. 0米度 リ 矢 _A ぺ 正 J、 源
奈；｝好友 d，、 五 ーー 西 ア 田 JV グ 九東法
シ ナ 色 長米縮 ーー 黒部 騒 ’可7 年山 寺
厚 ヲ ーー 石乃迫走雲宅 道 タ ノ 田 ノ
サ ト シ 及至 三〆 ヲ 母附 F甘 イ 産 ノ 粘
。スア石 O 途東花近 近 ト 出粘土
五（二）砧英一 ヰヒ 同（二）ノ

」

一ー ヲ 額土 一由
一 ジ 子 J、 ニ尖束岩 ジF 中 構 J、 一 東一
米 ク 原 文米減六 中 ク 道成九 プ UJ 
ア ガ料象 ノ シ十 ーー カ、 F付 シ 高山 田
リ 峯 ト 紙石南度岩峯 近異飴旧ノ
主 ノ シ 来英部 一脈附 大壁闇焼粘「

ムι~、 傾 近瀧郡 土士一 J、、. 
プ ヨ J，、 ヲ ナ

石 グ良 ヲ 9 表郊 ナ（三）ノ 異 ') 器 ヲ
英 ・守 好 ナ 成土 シ 二~ 一 揮壁 ト ヲ f昆一

厚（ー）十

、
及 タ ナ シ ヲ ーー ジ 町云製 手／

長 イ フ 白 少被 サ 山 四 ク 附 フ セ プ
石 ト サ 雲量 J、五 ノ 角 ヌf 近 Y 源

」

揮峯ノ J，、 ノV 母 ノ JV 米尾 ノ 其法
文北 モ 及 白 中延矢附 等異 製寺
~ー－ Eヰ '!.. 黒 雲部長 田 近 ーー 壁 品焼
扶十石 雲母 J、 七部（四）露町 ..＞、 土
来五 J、 母 ヲ 大十宅 中 出 山 主器

五ムハ



五
七

l ト象米品減アサス石ン音IS 度ジ合
コ、扶乃ヨシ北ノV 長及トハ乃（二）ニ

北来至 P 南ニモ石石白漸至二シ
五令 O 成東十 普 J、英色失六十ア

十ヲ－ ＇｝ 部度通白川長縮十四其

五ナ米長 J、西硝色文石迫度角大

度シニ石分ニ子ヲ象ノシ西津サ

西白シ J、岐走ノ呈肢 E 南 ニ 附 J、

エ 雲 ア大シリ原シ来品東走近共

走母淡サア東料陶合ヨ部リノニ

リヲ煙 O 尖北ニ磁ヲ P J、北 J 0 
北混色 ー 減東供器ナ成分東グ O
東シヲ五ス 十ス原シリ岐二？二

二長呈米中五ノV 料白少シ十タ米

十石ス乃部度コニ雲量ア度ィ内
五 J、其至ナニト遁母ノ尖乃ト外

度著 雨 0 JV 傾ヲスヲ白 減 至 コ、ナ
ニ シ 側四厚斜得へ件 雲ス三 主ソ

傾ク ノ米サシヘクヒ母犀十要渠

科褐花ニ O 延シ 石白ヲ サ度ナ雨
シ色闘シ六長他英雲混 ノ、ニ y 側

延ヲ岩ア米約ノ J、母シ中傾モノ

長墨ニ白ノ十 一無ノ雨部 斜ノ花

ノ、ス 近色部米焼色多側ニ ν ニ儲

表（困）キ良分ニノ、乃量ノ最逗シ岩

土 中庭質 J、シ前至ナ花モ長アニ

ニ道ニナ主ア者煙ノV 商厚二二近

被附ノ、ソニ北ノ色慮岩ク十僚キ

J、近長石長西上アニニ約五ア虞

ν ノ石英石部約呈柘近五米リニ
不ペ及，、及ニ五シ楠キ米ニ~ ＿，、

明グ石大石川米良石慮ニシ僚白

ナマ英サ英抑iニ質ヲニシア J、雲

リ タハ O ノ次アナ ｜撞 J、ァ北 北母

厚 イ文一 E 尖 9 ライ宇長殆西十多



ア場 沼健豊豊浮千度 タ ヲ 無交 サ

尖 ーー ナ ニ 房房石葉 ーー イ ナ色雑ノ、

減現 JV 賦 村 村－砂牒傾ト シ叉 ス五

ス 出水存附神3 ?f.;十ノ、 白 ノ、該米

JV ミノ 口 ス近戸ベ J、 シ表 雲淡 長 ーー
毛東坑 JV ナ 村安 長士母煙石 シ

ノ 北 場第 リ 豊房 石 ーー ヲ 色及ア
、 東 ーー 一 ト 津郡 及被交ナ 石中一
ま日 一・－ 亙紀そ村 北 石川雑 英部
ク 9 凝（ー）及僚 英 レ〆 ミノ －＇，、 ノ

友柴 峰友館館 町 ノ ア 時ス大 ー

色坑 山 質野 山 ノ 文延 エ其 サ 米

浮揚坑頁村町東 象長赤雨各 J、

石増場岩附 ーー ブJ ）伏及色 iflU O 主
砂 田 ーー 中 近亙及 来厚柘 ノ 一 一由一
白坑至 ーー ノ ソ I有 合サ棺花米長
色場 リ 介 浮 プ 方 ヨ J、石闘乃石

f宇域 プ 在石賦 二 ソ 不 ヲ 岩至 jえ

石 山 i中シ砂存基 成明随 ニ O 石
砂坑積舘 J、 ニλ 米 ナ 件近 二 英

及場 暦野舘主乃 多 Jレ Jえ ヨr 米 ヨ

粗岩 下村野要至 量 司王 JV 慮 ーー ソ

粒屋 ユ緒村ナ 八 ノ 北 ~ ー シ成

浮坑 設方 f[f rV 基 黒三 d，、 プ 9 

石揚 シ 山 本産米 雲十 ア 長長多

砂ヲ 再坑豊地 ノ 母度 リ 石石量
ノ 手墨 ヒ 場房 ノ、 九 ヲ 西（五）及 ノ、 ノ

J.llj プ 古 ヨ 村 （ー）重 Jヲー.... ユ大石白黒

ア大茂 リ 古舘村 雑走瀧英色 害
9 山 口 南茂野健 ニヨt リ ノ J、 ヲ 母：、
粗坑 ナ 東口村田 東海文芸及

粒場 yレ豊飯附村 北 ノ 象 シ 白

1苧ニ 寺房 沼近館 東ぺ紙石雲

石逢 山 村及及野 六グ 来英母
砂 ジ 坑飯南（二）竹 十 －マ 合ノ、 ヲ

五
入



五
丸

内五 O 二．粒規リ北田存ヲシ O J、

外箇九二浮則西西坑ス採ア二本

ア慮米米石楕方ェ場 JV 取西米 麿

JV ニア 乃砂園 ニ走 ニ第ス方ナノ

モ露 9 至 J、形次 Y 現三（三）ニリ上

品出ア O 本ノ第渡 J、絶 望 厚~部
質シ概四唐盆ニ遼 v 凝房ク色或
不束シ六ノ地尖山東京村東洋ノ、

良西ア米上肢減坑方質附方石下

ナ約西ナ部構ス揚ニ頁近ニ砂部
リ九部リ或造 ノV ニ 丸岩ノ薄 J、或

百＝白川アモ違加中．浮シ友

米薄色下呈ノシ坑ニ石瓦色上

内ク浮部シ、ア場介砂水浮下

外東石或友如西丸在ノ、準石雨
ノ部砂川色ク北出シ 豊 以砂部

不 一 J、上浮長西坑五 房上ノニ

規厚友下石西ニ揚藤村ノ、下帯；

則シ色雨砂約特ニ原出航ニ層

楕此 f宇部白千シ至ニ野ニ位ア
国外石ニ色五 ui リ於尾大ジナ
形淡砂薄浮百田アァ吋宇厚 ス

ノ紅ノ層石米坑北 i中戸採サボ

盆色下ヲ砂内揚ー東積村取 O色
地浮ニナ及外及ニ 層上セ四浮

紙石位ス粗南三轄下藤ラ米石

構砂シ友粒北共シニ原 ν 乃砂

造ノ、厚色浮約山 u；波ば現至 J、

ヲ 神サ 浮 石八坑二ス山時一 厚

呈戸 O 石砂百場山 JV 町主ニサ

シ村四砂ノ米ニ坑モ上ニ米 O
！享舘 五 J、別内至場 :fl}真水ァ二
サ山米厚ア外ソニヒ倉準リ米

二 町乃サ Y ノ是於資ニ以ア万、
米ニ至。粗不ヨア師賦下概至



雲取セ・雲 ニ 山 沿ヲ闘陶 知 ノ陶

-l!J: セ JIノ －イB乙t- シ地 j芋除岩磁西陶磁
』イ’i フ モ 儲 7 、ヲ ノ キ類器加磁器
簡 JV ノ 岩南ナ 地各ノ、原 茂 器原
克u王I 及 宇都 シノ、 部陶料及原料
.... ，、 宇 イむ ニ岐最 落磁 知料；宇愛

約 花 間小阜モ 住器愛多 ヲ 石

百 筒 質匝牒低民原知 四 調砂知
_,__ 

質 花域界ク ノ 料牒郡資及ノ、

←ト 花 同 ニ 附高過 トノ ノ シ白牒

卒 崩 岩第近サ 宇 シ北？学技士

方 r王I 宇三 ニ百 －＇，、 ア部石師
基 並 花来日 J、米 之採西砂清技

升ミ ーー 同居高内 ニ 取 加及野師

一 宇 岩露サ 外 従セ茂 自信石

亙 花 及出五ナ 事 ブ 郡 士 雄弁

リ 闘 """. 、 シ 六 JV ~ レ束 ノ 一清

プ 疋与1王I グ 之百 モ 南同西調月 彦
露 及 ・守 ヲ 米北東郡 約 査 ヨ 九
出 J、、． タ被 ノ 西部ニ 一 ーー リ 月一
シ グ イ 覆 山 一 ニ於里 従 三 ヨ
来且 ・す ト ：ス 脈次 J、 ケ南事月 リ

粒 タ ニ イむ ヲ 第南ノV 北 ミノ ニ十

一日 イ 分 筒形 ーー 東主約タ亙月
シ ト ヅ 岩 成 高 ニ要五 リ リ ーー

」

プ －＇，、 へ類スク 流産里 約亙

τ雪Jミ~ 陶 ク J、地三 下 業 ノ 一 ソ

母 磁 雲 雲質百 セ ノ f也 箇約

少 器母母 J、米 JV － 域 月 一一
ナ 原 花花主 内 矢ニ ιニ 間週

ク 料 間 儲 ニ 外 作 シ分 東問

白 ト 岩岩 花 ノ Jll プ 布 春西

色 シ ノ 中 崩丘 ア農ス 日 カ日
ヲ プ 零 粒岩陵 リ 繁 ／V 井茂

採欄閃類性其期花 愛郡

ムハ
O
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合 J、 ヲ 白 土本原子 五 頃年浮現 J
ーー 南 挟 土 居 地 料原 十 ヨ 頃石出 グ

被東 よ‘ 及砂域 或料噸 y ヨ 砂スマ

表 十 居 褐暦 J、 ，；，、 ーー 其採 ') 及其タ
レ〆 度 向 茨及高 製供債取採 白長イ
Ii晦内 ／、 ヲ 磯 サ 紙 セ 格 セ 取土石 ト

北 挟居 百
」

水外 添 フ 四 フ セ ヲ ~，、

平 ーー 西有 一、 米 カ日 レ千ノV フ J、、採西

－ ー 南 ーー 三／ 分内 費l白園大 v 東取加
成西 シ 其 タ 外等士 ナ 正 明春 シ茂

層 部 ア ＿！：： JV ノ 一 ，＞、 九治 日 紬郡
三え ーー 東及粘丘 イ吏 白 ト 年十弁薬 ノ

於部下土陵用給云 ノ 五愛 ノ 約

プ 瓦 J、 居 地 セ 士ヒ 産 六知原中
J、 南砂 ノ、 － ー ラ 叉浮出年商料央
南 部 居艶lj シ ノV J、石額頃加 ト 音E
東 ーー ト 色 プ 胡砂 ノ、 ヨ 茂 ナ 猿

一於 整 又主 粉 ノ、 i字 ') 知 .A 投

十 プ 令ノ、 ト 土俗石其多 モ 附

五 ノ、 一 淡 シ ト ーー 砂 業 ノ 殆近

度 南 成褐 プ 都磨三柏、諸 ン ーー

内 西 暦 色第 シ 砂高盛郡 r三E， 
外 五 シ ヲ 一 硫 三大 ーー 採脈． 
一 度 砂呈紀 酸稿千 亙取或

傾 乃 暦 .A 居 建主 シ噸 ナ リ シ ノ、

~l 至 J、 JV ヨ 土 精其 P 分 霊 不
ス 十主粘 リ 耐米 債 白布セ規

機 度 一 土 成 火用格土 .A リ 員lj

煉琢三ノ、
、

居 ーー 砂 ヨ リ 浮 ノ
..L. ，、

ノ、 北 ヨ ') ゐそ凋lもフー 克 磨十明石 塊
砂 西 リ 成 三 塗 用 高 治砂 月犬
暦 部成 ') 意巴 料或園白 十 J、 ヲ

ヲ － ー ソ 1字層 陶 J、 五弘 ナ

不 於粘石 ノ、 船；鰻 土 六化 シ

整 プ 土 石ぞ粘 器硝、百年 二 プ



..L ，、

日リサ方ュ又旭天普定浮ノ想白

進南一長 J、 J、村白蓮ナ石白フ土

村西米久平白附村トノν 砂土ニノ、

藤猪内手地色近豊ジモ及川浮白

枝高外村エノニ明主下白庭石色

及村ノニ断白於村ニ唐土ェ砂黄

折ニ白於タ土ア _f B －＞、ニヨノ禍
戸歪土ア JV ニハ野進概二 9 慶色
東 JV ナ J、、シ下村村シ層ー質赤

控J＼間リ上モア居横東アア部シ褐

村ニ共下上厚 J、須郷三 P 分タ色
諸 J、ニ居屠サ褐賀村米下浮 JV 等

輸上字露ノ、 O 色町奉内層石毛ア
及下丸 J、厚ー細及母外 J、砂ノ呈

和 麿 根レサ米粒常町ニ主ニナス

合 J、附下 O 乃ノ滑嶋ジユ移 JV JV 
ニ~近層五至洋町海 :r r宇遇へ合
跨々ニノ、米一石ニ町稀石シク水

レニア 厚 内ー砂於東＝砂時下桂

ノV 露採サ外米エ 7 浦五ニユ屠酸
匝出取二トアシモ村米ジ杢ノ馨

域スセ米ナリア亦及ニアク洋士

ニ JV ラ内リ傾厚多河達上浮石ニ

ハモレ外ア斜サ少和シ居石砂シ

下 厚 タノ幡 J、二採町上 J、砂ハア

層サノレ洋山南一取ニ層主トー耐

ノ、概コ石村西米セ於 J、ュナ部火

浮シト砂ェ五アラア O 白 JV 分度
石アアニ露六 9 JV 採三土コ白高
砂薄？シ出度上 取米ナト土キ

ニシトアシニ居 セ乃リアトモ

シ 云上吏シ J、 ラ至厚ソナ粘

ア ァ麿ニア赤 ν ーサ Y 力
！平 是 J、其南褐 旭米 J、 上弱

サ ヨ厚南方色 村ヲ不 屠そ



ヨ 知カ 白多 ..＞、 及東呈 ト 9 サ色四
;; 多 ーー 土 量 i字鳴郷 ジ ナ 東一細五

南郡之 ナ ノ 石海村俗 え郷米粒米

方 ユアリ 1字 砂町和 ーー 南村乃 一 ア
石 J、採而石 ヲ 赤合青西以至 シ ソ

演上取 事〆 磯 採松 ノ 砂五 東 ー ア 東

ーー 居ス ア ヲ 取 附南 ト 度 ーー 五西部
亙ノ、 問 雑 セ 近西橋乃 ＿，；・、 米部 ーー
;; 甚 米 ，、、 リ ーー 方 二九 至上 ノ 一 於
プ タ 字赤赤 於 ーー JV 十下 白 於ア

露薄 西松 松 ア ＿，；，、 モ 度居士 プ
，，，、

出 ク Jll ヨ ヨ 厚 下 ノ ーー 共 ーー ，，、 白
シ 下 一 ヲ ソ サ 層 ア 傾 ーー ミ〆 白色
厚層 於其 其三 －＞、 9 斜 薄 j" 色 中
サ ，，、 プ 南 北 四 一 シ キ 西中粒

一主 ＿；，、 方 方米五 概 モ 部粒 ーー

八 ーー 厚問 天 ト 米 J守、 下 ーー ナ シ

米 f手 サ米 白 ナ 内 白 居於 ソア

内石 一 ーー 村 ソ 外 色 ，、 プ 現多

外砂 米亙 ーー 現 ノ ノ 翠 J、 時量

ーー ーー 内 ヲ 亙時厚 浮母：白 主 ノ

シ シ 外露 ヲ 春 サ 石町色 ーー j字

プ ア ノ 出 露 木 ヲ 砂 宮 ナ 西石

東東 浮 セ 出 白 以 ヨ 口 Jレ部磯

部海 石 JV セ 士 ア 9 llft モ ーー ヲ
，，、 芹1-'-I 砂 モ JV ーー 南 成近東 ア 豪華

北 ーー ト ノ モ プ 西 JV － ー 部採 へ
東 ア ナ J、 ノ ..；，、 一日 モ ーー 取中
五 J、 ヲ 概 ＿，；，、 白 蓮 一 プ 於 セ部

度東 同 ミノ f宇土 ナ 部 厚 ア プ ーー
ーー 浦 地 プ 石 ヲ 9 ーー ク ..；，、 JV 於

西村 ーー 非 砂赤春 暗五赤上ア

部宇 於薄 ーー 松木 駒米 褐居ノ、
J、緒 プ ナ シ ーー 白 色 内色 ノ、淡

南川 僅 JV ア プ 土 ヲ 外 ナ 厚寅

ム
ハ
閑



砂 シ砂 セ 小 岸小町横 ナ モ 一ー 西
11三s「 タ ~王, フ 鈴 － ー 鈴字須 JV 北 露五

ソ 来占 JV ケ及 ケ 平賀 部 出 度
，，、 土 谷 ヒ 村井町 一 ミノ ーー
豊 及 村北及及 ノ 於西傾

浦 機 山 ノ 東河郷南 ア 部 ~；r・

郡 石 モ 五和枝方 d，、 一 Jえ、
彦 口 ノ 度町 ーー 一 其 プ 西一
島 技 ，，、 内 ーー 露和 上 J、 海

ノ 手牒 殆外 プ 出 村 部南 j苧

西 赤 ン ーー J、 Jえ 矢 約西 － ー
端 木 ト 傾 厚 JV 田 一十 プ

泊 健 採斜 サ厚 ーー 米度 J、

以 十 取 シ 一 サ厚 ーー 一 上
－閉＋－・ 月 シ上八一 サ －＇，、 東野

ノ ヨ 者 部米八 O 浮部村
低 リ サ 一 内米八 石 － ー カ日
夷 十 v 淡外内 米 磯 7 家

ナ 一 河禍 ノ 外乃 ヲ ノ、 ヨ

JV 月 和色 浮 ノ 至 雑北 リ

丘 ーー 町 ヲ 石浮一 J、、 東南 l

陵 亙 ーー 呈砂石米 南十方

地 ソ 於 Jξ J、 砂 ノ 音［.＼ 度 横

－ ー 約 ア JV 北 J，、 i宇 ーー ーー 須

賦 一 J、部西殆石 其傾賀

存 箇 主分 ヨ ン 石少 厚潟町
三毛 月 ア リ す Jえ ーー

ムハ五

地 問 ジノV 南採臨 漸！草 亙

質 之 プ モ 東取域 次 サ ヲ
J、 カ 布蹴 ーー シ 一 ニノ、丘 l

第 調 士 オ－ 延護露 厚約陵 ｜

一 査 ーー 白 ヒ セ 出 ク込ム l一
組 ーー プ 色 プ リ ジ

砂 従 採 ナ 東 常 米ナ斜 ｜

::l三'f 事 取 リ、海 滑 ト JV 面



小色 _7;、 王 用 ノ 堤津 村粘高色成 一
月 ノ 供喜 セ ニ砂君E一 士約 ヲ ~ シ

村 モ 積村 フ シ 岩深産 五呈脆 プ

ノ ノ 居松 JV プ 及川 出 J、 百 ス 弱北
車内 J、 J、 屋 京 頁 村‘ J主 厚 噸 ノV 一

西崎

白岩 阿此狭 ナ モ シ ヨ
ノ、 サ粘粘 色 ノ 武外郡 リ ノ プ リ

山宇 土士 或互 郡分小 ，，、 黄 南
陽 米砂 J、 J、 層 椿解 野 厚褐 東
線 齢質山 黄 ヨ 東 三ノ 田 サ色ニ
ア 粘陽 白 リ 村 タ 町‘ 六淡走

月 リ 土線 色成 一 JV F付 米青 リ
牒宇等 ヲ リ 産 火 近 飴色 北
ノ 津 ヨ 月 基茨 出 成及 ア 及東

シ層 Jミ 岩ー 王 リ 友二

東陶庇ノ 厚 ヲ ノ 喜 共 白 十
一工 JV 東 サ 挟 野陶 村 ニ 色 度
基揚粘 約 一 司、、 回 士豊 硝 ヲ 内
米ニ 士四 米緩 町 ーー 子呈外
！高於ノ、基 以 傾 附使郡 原 シ 一一
サ プ 上米 上 奈：｜ 近用 料 寅 傾
一 ~，、 部 ノ ア ヲ J、 セ 月 制斜一
十 此 寅 松 リ ナ 波 フ 村 シ色 フ、、 、
米粘禍屋 .A ｝伏 JV 及 プ ナ j沙

内 ：上 色 古 セホk ノ 、 主盟副主E 採 ノV 可，，二， 

外 ヲ 下屋 メ 正 モ 田 取 モ ノ、

ノ 採部敷 ン ノ、 陵 ノ 中 セ ノ 主
試.l良黒 ノ ト 頁 f也 J、 村 フ

，，、
ーー

積 シ 友供 2え 岩 一 豊並 v 犀細

牽粗 色積 陶 ノ シ I市 ーー ー サ 粒
地陶 ーー 牽 器分 7 郡阿 箇約 ノ

一 器 シ 地 原解 第瀧武 年二石
賦 ヲ プ ーー 料 セ 三部郡 ノ フ｛ミ英
存 製寅賦 一 シ 紀村須 産友 ヨ
二λ
.A 縞存 使 モ 強 大佐 出 白 ソ、

ムハムハ



花描岩瀧陶 土組須供 モ 豊 料士洪

尚 川 服部器麿層佐 セ 友 国 ーー ，，、 積

班村 ノ 村 ヲ ヲ 之村 ブ 白 中 使其層

岩金 分 ノ 製挟 ヲ 一 JV 色村用 厚 J、一
ノ 峯解陶 .A 、『、‘ 被原 ノ 八 セ サ 主

風 ノ シ 士 層覆 附 毛 道 ラ 0 =-
化 陶 タ d，、 位ス 近 ノ ノ yν 七砂

シ 土 ノV 瀧 殆第 ，，、 ノ、 キ占 米質

陶 ノ、 モ 部 〉〆 一 向 良 二t 内粘一
土 萩 ノ ノ 組 サ 質 J、 外士

化 町 ーー 北 水 層七 一 一 及
セ ヲ シ西 卒ノ、 ー十 シ 積 シ磯

シ 距 プ 一 ナ一 砂 米 プ 居 プ ヨ

モ JV 白 基 Y 岩 内 厚 ーー 友 リ

ノ 北 色 米 向 頁 外 サ 介 白 成

ーー 東 ヲ 儀 工 岩ノ 一 在 色 リ

シ 八呈 ノ 場砂丘 米 シ 乃 北

プ 基 シ 山 ノ、 質陵 内 黒 至部

概米 中 問 須頁地 タ卜友 暗 山

シ 唐 原 － ー 佐岩 一 ナ 色 f易 地
プ 人 ーー 中 ノ 及 シ リ 青 色 ヲ

白 .Jl( 於生 南盤 プ 八友 ヲ 構

色 ノ ア 唐 黒岩基 道色 呈 成

又東之 ヲ ニ ョ 盤 焼又 シ .A 

方
． 

石，，、 ヲ 貫 五 ;J －－，、 ト ，，、 JV 

友一粗 ケ 基 成石 稗友 英花

白 丘陶 JV 米 ヲ 英 Jえ 白 粒 崩

ムハ七

色 陵 器 狭 ノ 厚 瑳 JV 色 ヲ -!t三EI 
ヲ 地 ーー ／］、 唐 サ 疋I－勾王 ヰ1 ヲ ／白入、， ヲ

基 ーー 製
→ノ－ 津 一 ヨ 陶 呈 z‘ 被

シ賦 フ、 JV 一司 米 リ 器 シ 小覆、
容存 石 在 内 成 ノ 正少 月 J屯

易 二入、 英 ;J 外 ソ 原 質 焼砂

一 中 斑 プ ノ 第 料 7・ ノ 質

粉粒 ~ 三EI 粗 粘三 ーー JV 原粘



.A jJ ヲ 深陶 焼陶 紬製 シ’ JV 土椿 末
羽古川 土 ト 工薬 Jえ ア モ イと 東 ト

時敷湯 ーー 稽場原此陶、． ノ ジ 村 ナ

之郡本 一 .A 料 外 土 ＿，，、 タ 後 JV 

ヲ 大 ーー 分 ノV 以 ーー 猪 ト 純 JV 小萩

採道萩 J、 陶 上供 ノ ミノ 白 モ f田 爆
取村燥阿 器準 .A 退、 プ 色 ノ ノ 原
二え ーー ーー 武 ヲ ケ JV ノ 使 ヲ 一 陶 料
ノV 仰 類郡 製 タ モ 北用呈 シ 士 一宇
"'£: ケ Jミ 方局 三／ yレ’ ノ 東 三毛 ジ プ ，＞、 f共
ノ ノV JV )II 年 モ ア 。，、、 猪現高 セ

ナ モ 深村 産 ノ ソ 五 カ ノ ーー サ ブ

ク従 川 金 額 、 基 フ 迫梶 四 JV 

往来焼峯 一 外 米 サ － ー JlJ 十
時大 ヲ 産 高 ーー ノ JV 於及米

ノ 津製 ノ 園 阿 地 ト ケ 猪 内

採郡 シ 陶 ーー 武 ー 二？ JV ノ タト
取 深年土 達郡 ア ロ モ 迫 ノ

地 川 産 ーー J主 萩 JV ア ノ ノ 正
，＞、 村 出 1!fl 其町 花 ソ ，，、 二陵

田 御額 ケ 原 ノ 同 是 白 箇 地
畑 所 一 ') 料東 岩等色 蕗 ーー
ト 原諸 ノ 方 ノ F包 ヲ ーー 目武
化 土 館 九 ーー 分土呈．於存

シ 及園 分陶 解 ヲ シ A’， r シ

其河 ーー d，、 工 ミ／ 等 局 之本且

賦原違 之揚 タ 分部 ヲ 粒
存土 ス ヲ ア JV 一 ーー 採花、
ノ ヲ 其 亡口と ソ モ 混風 取 崩 入

朕採原 敷萩 ノ シ 化 .A 左(J＿王I 

態 取料 郡；場 ヲ プ 充梶 ノ

明 シ ，＞、 大戸 採小分 LlJ 風
カ タ 現 道名 取畑 ナ 一 fと
ナ リ 時 村松 シ焼 フ 於 シ

フ シ 之 産 4三 ア ヲ .A ケ 陶



一
胎 シ 普易 三度者四弱 ニ四久蹴

ヱエ フ、 耐通 ーー 箇低 基 ナ 就，基中 石

フ JV 火 白 細慮 ヨF 同米 リ プ 米 山

モ 度色粉 ーー カ ミノ 飴奈見飴及阿

其 高 ヲ 於如 ク ノ 古 JV ナ 河武

産 ミ／ 呈 ナ プ シ 友問 ノ ニ W 内 君日

出 ト シ .A 採須 白 ーー 北自民遼 ーー

ノ 云瓶 ，、、 取佐色庭東石獄 ノ、 J、

肢 フ ジ シ セ 港 ヲ 々 一 ノ、 山 鹿慮一
態 徳 ア 田 プ ノ 呈 ーー 基 白 ノ 々 々

明 佐堅万 レ東 シ 露米色一 － ー ーー
カ 村硬崎 タ 方堅 出 飴塊 支 石蝋 e

ナ 鍋 ナ 村－ 9 0 硬 三え ノ 月犬 服英石

フ 倉 ノレ瀬峰l五 ナ JV 中 ヲ ノ 斑； ヲ
Jξ 南 弓三 尻石基 v モ 山 呈頂岩産

害 部其部 ノ、 米 ノ 出 シ 上中 J屯

プ ノ 良 落純 ナ モ ノ、 合甚部 ーー JV 

歩む 山 好 ノ 白 yν 河主橋 タ ーー 蛤iモ
道 地 ナ 南色 寸，i‘- 内 ーー 附 堅二石現

ーー ーー JV 商 ヲ 4ヒ ーー i三近硬箇！匹時

依 賦 モ 二 塁谷於箇 ノ ナ 慮胎之

リ 存 ノ 基 三ノ ノ ケ 庭正 レ〆 ーー .A ヲ、
採 二九 d，、 米風丘 JV ーー ｜凌 1ト 於宇採

取 JV 純 l齢化陵 モ 於 t地 モ プ 久 取

シ モ 白 ノ セ t也 ノ プ iヨ 表採 ノ J屯

イ七 ノ 色 Jlr JV ーー J、 採 ') 面 取 モ JV 

存在 J、 ヲ I也 モ 賦 白 取前ニ セ ノ モ

ロロロ 石 呈 ーー ノ 存色 セ 内近 プ ，.），、 ノ
，、
7u 原 英 シ 賦 ノ、 .A 柔ラ 小 ヨr ν 奈ナ

料組絹存軟 JV 軟 レ宇部 タ 古 ジ

ーー 面 糸 .A 耳易 モ 一戸 タ 床分 リ ヲ Z乏Rs二

使 岩 光 JV ーー ノ ジ リ 並 J、 採匝古

用 中 f畢 モ シ ，.），、 プ 質 ーー 往掘 ノV 村

セ ーー ヲ ノ プ 主 耐 J、 至 々 箇北 ノ

ヲ 脹有 J、 ~ 一ー 火前 JV 軟庭東字



モア田ノ脈ニニ砥ニ佐陶問 陶

ノへ村傾ヲ庚散部北鵡石之石

ハク南耕ナク在村宇谷 ヵホlj
弘何山面ス分ス庚和村ハ調土

法 ν 崎ニ砥布 JV 田郡及重査格

師モ村？宮部セ陶村三上要ニ 魯 愛

扇狭北ヒ村 JV 石南問灘ナ従謀

谷長山 1幅川結 J、山村村 JV 事鍛媛

高ニ崎二登品粗崎ユ温工シ鍍

年シ村百ョ片面村産泉業タ長牒

鵜ア佐米ケ岩岩北出郡原リ石

ー崎略嘩長ニ和服 ilf シ東料 及

示東谷サ於泉安崎就中用 石

口西村六ケ砂山村中島錨 英

ιニ及百 JV 岩岩佐伊村物

非走上米モ層及鵡環及ニ 技
雪ミリ灘ノノ及石谷郡非シ 師

別北村直ノ、第英村ノ志ア 渡

嘗或ュ域塊三安及モ村伊 瀬

及ノ、於ニ服組 Lit 上ノ上珠 正

高南ヶ賦ヲ層岩灘ヲ浮郡 ニ

野七 JV 存ナアノ村最穴砥 郎

川十モジるこ貫獲ユモ郡部 七

ニ度ノ厚陶通質亙重川村 月

ア内ハサ石シシリ要瀬康 ヨ

リ外岩ニニ或タ東ナ村田 リ

アニ服米饗 J、 jV 西リ南村 十

幅傾ニ内質塊モ約ト宇 T毎 月

三奈｝シ外セ肢ノ十ス和山 ニ

米スアナノV ヲェ七 郡崎 亙

乃其三リ部ナシ基 綾村 リ

至主十砥分シア米 ｛曾北 約

二要鈴部 J、或此ノ 都山 ニ

十ナア村正 J、地地 村崎 笛

七 JV 数虞陵岩域域 並内 月

七。



少二 浦花束額之簸 ヨ 石 プ 畿一米
ーー 米 及尚 中 ，，、 ヲ シ リ 及淡 ノ 般延
シ 乃 長岩 島千支 プ 採 上青汚 ーー 長
プ 至 j賓 ヲ 村十那培掘 石色染純百
該百 ノ 貫 ノ 二印 士 Jえ ノ ヲ 古五 白 米、
部 五 一 ケ 陶 高度 F句 二塁 ア 色 万
分十 箇 JV 石九及 ナ石 種 玉え JV ーー 至
モ米 庭粗ノ、 千 I有 シ ＿，・、 ヲ JV カ シ 七
襲延 ーー 面 高六洋砥之 採 カ 或 7 百
質長 ア 岩演百方部 ヲ 掘或 ，，、 不米
充二 吠港五面焼水 二え ＿，，、 石純 ーー

分百 プ 安 ノ ート ーー 或車 採 白 英物達
ナ 米 何 ill ~t f回総 ノ、 一 掘色 ノ ヲ シ

フ 乃 レ岩西 ーー 出 伊 7 場 ーー 班合深
コ1、 至 モ 々 ーー シ セ 課掲 ？欽 シ 品 有 サ
シ 七 略脈 嘗 プ JV 陶砕 ア ア ．セ 一
プ 百東 ノ リ 其 モ 者住 三／ I古i 石 リ サ 米
堅米 四 麓 海憤 現 fi~ 鹿英 ア JV T'J 

ク ーー 一 質上額 時務部 ア ノ 平均、 モ 至
且遼走 シ 約六 J、ス 村 班竪 ノ 一一
ツ 二λ ソ タ 七 十 全 Y ニ 多 品 百更 ヲ 十
柘 JV ~t JV 浬五部 装 1h島 ク ノ ナ 上米
棺 モ 或 モ ーー 高 内飾町 ノ、 多 JV 々 ’守

石 陶 ノ、 ノ 位七地品及 露 キ モ 石 プ

雲 石 4附- ナ .A 千 ーー 及郡 天 モ ノ 白 ノ、

母 － ー 七 JV 九販食 中 掘 ノ ヲ 色 之
等盤 十其 中 百責器 町 ーー ヲ 上 ナ ヲ

v七
ヲ 質 度露 島八 二え 類 ノ ヨ 並石 JV 採

j‘ 、
寅合 シ 内 出 ノ 十大 ーー llM ') 石 モ 取

有 タ 外部南五正焼工 稀 銭慮 二;r.

シ JV ーー ノ、 岸国 九成場 ーー ジ 旬長 々 JV 

品部 傾小 ーー ナ 年 シ ーー 坑現粒 ーー ヲ

質分 奈｝演 ア ノ ；邑注 内 時散水得
優 J、 シ市中 リ 産学 ソ 掘 上黒占酸 ，、、

良僅 幅 ノ プ bj ノ、 7k － ー 々 シ イと シ、



内 土問 ノV 貫 川 取 プ l幅傾 ソ 出 JV 拝 7-

外野 ヱモ ケ 瀬 ジ 3、 一 奈；l一 シキE 定、 フ
ーー J!I 石 JV 村塞 シ米 シ僚北西村 ス、
仰、 ノ 英石下 セ プ 乃幅 ノ、 三岩 ノ 採

斜渓 及英畑 ヲ 堅至約番十扶陶掘

二ス 問 黒粗野 ク 八十駄五安石跡

狩狩 雲面 川 質~ミ堤 i 度山 J、 数

場場母岩 ノ 優延延及東岩松箇

以 ーー ノ ノ 陶 良長 a長盤 － ー 々 山慮
北於 班接石 ナ 十千黍 走版市 ア

一 ケ 品質ノ、 ブ 六米 ーー リ ノ ヲ リ

於 JV ノ シ 久 ス米 ア亙北盤距現

プ モ 外 タ 蕗i 後 ーー リ 9 西質ノV 時、
＿，，、 ノ 獲 JV 町 者 ミノ共ア

-1...... 

シ東之ノ、

熔ノ、 質 モ ノ ノ、 ア 一 露十 タ t¥i ヲ
疋与え王g 亙1-L三EI セ ノ 東 白深陶 出五 ,IV 東採

流脈 dノ.... ナ 方 士 サ 石 ミノ 度モ 十取
ヲ ヲ JV ~ 帯j 山約 ーー 北 内 ノ 一 セ一
ナ ナ 長其四 及十種七外 ナ 基ス

シ シ 石直基 久米質十 ュ Y 米、
其北 ア 域米 尾 J、 シ五傾二 ノ

直
__ .._ 
リ 手目 一 ノ 之タ 度斜 f康山，、

域十 プ 麗 ア ヲ ノV 東 シ ノ t也
度五青ク リ 匝採部 ー 幅岩 ーー

ヨ干 度 友地 プ 域取分走約脈 ア

色表結 ーー シ 少 リ ート ア y 

陶ユ ヲ 下品 ア 得ナ 北二 y :T 、
石走 呈数片 リ r、、 ク々米一和

- 9 シ米岩 プ キ 前西延焼泉
七

質 ノ 及 翫 モ者七長 J、 砂

質々 優間 第 ーー 蓄を ーー 十千御 岩

シ西 良 J、 一 殆質 ア 度五歳暦一
タ，七 ナ 襲組 ン 充 り 内百 Ill ヲ
ノレ 十 フ 質暦 分 プ 外米 一日 貫
部皮 .A -A ヲ 採ナ ノ、 ｝ ー ア 露 ケ、



七

粘ノ JV 7 ニノ優得 J、米岩総｝年分

土ナモ貫間産良へトニ 句脈 f曾Jニ極y 

ソ鹿ヶ村出ナキヤシノ都ゲシメ

J、ト々 JV 迫手額ラモ／~＇ 7 盤村アア
北云ニ石目x ＿，、ス長三深質大中少

宇フ 純英ノ六共鍛露サセ字止ナ

和 白斑陶高ニ鍍出卒ノv f官シシ
郡 色岩石六同粒シ均モ都タ今
ニ ニ々 ノ、千村ヲ幅五ノ 1J、~ ＇｝ ヨ

間 シ脈宇個大合十米ニ岩Zト Y
3ノ

村 アノ和ニ宇有二？ シ 道5云約
及 優麗島シ ｛tJk シ米アア峠ァ六
組 良質市アノ水延 J、二ノ 十

泉 ナセノ其陶目安長採候南 年

郡 JV y 北債工イ七百取ア麓 前

朝 部モ東額場銭四ス 9 ニ 狩

美 分ノ官二ニノ十 JV ー賦 場

ょく ァナ野千於浸米ヲ依存 ニ
枝 リリ下八ア潤ニ得ノ、ス 於

古 採一瞬百 主 セシへ越ノV ア

ニ 掘般ノ闘ニ Fレアク戸陶 之

津 跡＝南ナ粗部深白ノ石 ア

及 一柔方リ陶分サ色畝 ノ、 採
新 ア軟ー 食 ア 卒柔ニ白噌 取

演 Y ニ基 器 JV 均軟蕗望 シ

ノ 二シ米 ニノニニ出来巴 陶

四 十ア飴 焼ミ米シシ層 器

箇 齢水ニ 製ナマア幅ヲ ヲ

村 年酸ア セラア質二 貰 焼

ニ 前 f七 Y ラス J、優十ヶ 成

産 稼鍛ア y 蹴採良米 JV セ

出 行ノ白 大ネ取ナ延石 シ

ス セ斑霊 正堅ス 9 長英 モ

シ貼紀 九クノレ一九斑 四
モア 層 年質ア僚十岩 五



ノ格ー使ー砂朝シ製ニ洪サ下三

山魯高用殻ト美アシシ積約ノ間

腹諜三スニ互久其焼 j" 層 O 粘村
ニ銭千大青層枝債酎耐中 士宮

蛇鑓七正友シ古額聖火ニ米ノ、野

紋 百九色ア三四通度介ナ洪下

岩 J、五年或丘樟千稀強在 P 積及
'7 、

ノ束十ノ J、 i凌及九雲v シシ一層大
古宇七煉借地新百助？ト厚般中内

生和国克色ニ演九及云サニニノ

居郡ナ産紙略ノ十士ア卒友介粘

ニ惣リ出密水四一管長均色在 土

接川 額ニ卒箇園類野 ー ニシハ

ス村 ハシ居村ナヲ下五シ厚共

JV 及 ニアアニリ焼陶米アサエ

附士 百主ナ亙 成工ア可 O 宇
近居 十ニスリ ス揚 JV 塑六和

ニ村 田ニー頒 大 ニ 毛性米島

於ニ 高津四布 正於賦張乃 錨

ア産 五 j賓暦セ 九ア存キ至道
蛇~：！ 千煉 ア JV 年ノ、ノモ二ニ

紋ス 七瓦リ粘 ノ是匪耐ー沼

岩全長 百株 Ji士 雲等域火米ヒ
中 Jllw’ 八式サハ 助粘狭度ニ交
ユ村 十曾 O 洪 産土小弱シ通
塊ニ ニ祉ー積 出ヲナシア至

；伏ア 個ニ 二 層 額等リト之使

ヲ JV ニ於米中 ノ、分ー云ア ノ

ナモ シ j" 乃ュ 七 ニ 般ア被地

シノ ア煉至介 千混ニ大へニ

錨 J、 其克 O 在 百和友内 JV 産

黒伊 債ノ九シ 三ジ青ノ表出

色珠 額原米花 十 :tf 色粘土ス
ヲノ 二料ナ儲 個土砂土ノ宮

基地 十ェ九質 ニア質亦厚野

七
四



シ ケ 立米 1 細或局 難学長西掘 シ

幅 JV 岩延 ，＞~＇ 小 ノ、
「

桃 波 島石麓 ーー 粒

大 ~ 村長 フ ーー 淡状
」

村 ーー 及 ノ ヨ 朕

ナ グ 庄四 ーー シ主［ ノ 庄庭石畑 "'} 或
JV ’マ 府五 ア ,..,. 色 J、、． ノ 出英 中 ア ノ、
ト タ ノ 米 リ 或 ノ グ長 .A ー 之鍛
τョ イ 長 ア プ ＿；・、 長 ’マ 石 J、 格 ヲ 密
ロ 石 リ 北文石 タ 及 調魯採 ーー

八 岩 －及現 四象及 イ 石 泉議取 シ． 
四 JI辰 石時十構暗 ト 英 郡鍛 シ プ

米 ヲ 英採度造禍岩 J，、 難鱗 識 ケ

延 構 －＞、 取東 ヲ 色脈 北 波 ノ シ ン

長 成 北 セ ーー 呈 ノ ヲ 僚 村 iJ、其 メ

十 Jえ 保 Jえ 走 J. 黒構港 及破量 v 
--L.. 辛B』ヨsr ノ ヲ JV 雲成 ノ 立片約 ブノ、． 
五 ！服 東 北 モ 母ス 東 岩轄六 イ
米 ，，、 方 西 ノ ヨ 岩方 村在噸 ト

ーー 一 十 ‘八 ア 1ノl 版 四 並 二ス ナ 1え
シ 健 基 リ 成ノ、 基 ーー リ 友、
プ ーー 米 度 中 リ 四 米 縫 乙／ 格
長 シ 立 内 一 中健立 灘 ト 魯一
石 プ 岩 外 f康央 一日 -!EI- ーー -z;;;. 議
石 東 Jfl ーー J、部 シ Jll 里占 フ 新I
英 西 ノ 傾殆 ーー プ ノ 在 叉 中間

及 ーー 上 斜 ン ，，、 臼 ヰヒ セ 同 石
黒 走 流 シ ト 結色 芹,_._, 7ν キI ヲ
τヨ｝五E~ リ ・ー 幅採品或 一 越 西合

七五

母 北 ア 大取大 J、 ア 智 組有
ヨ 一 ヲ ナ シ ナ~~ '} 君［5 及 ス一
ヲ ート ア JV 墨ノV 色 ア ノ 士 大
成 五 花 ト 三／ ~ ノ 花 島 居 正、
ヲ 度 崩 ~ 一周石 同 暁 村 --L.. ノ、
中 ーー rヨg『 ロ f燦遺英岩 及 一 年一
央 免責 ヲ ..；，、 ーー 白 中 越 瀧 露

‘ー 「

苦日 奈ヰ 貫 骨..L.
オ ノ、色 ーー 智 山 天ノ、



面石残採交ヨ十獄越残岩燈箇ニ

ニ英存 取雑リ五ノ智存ヲ灘庭 J、

轍 ノ、スセセ成度べ宇セ貫ニア結

迭英 JV ラス P ニグ島ノV ケ黒占リ品
シ海ノ JV 周中傾 7 ニモ JV 在 大

陶軍ミ波遺部斜タ於ノ局セ ナ

磁工 方ニニシイケ J、桃／レ JV 

器 廠 村 J、 J、幅ト JV 水朕大元 モ

原ニ 附細長大 岩 九酸ノ三？ 周

料於 近粒石ナ脈和イと J 鳥 越

ニア エニ及 JV ヲ村鍛グ ｛~； ニ
使銀 J、シ石ト構御ニ？方タ J、

用砂 六ア英コ成厩ョタ島 細

セト 七或 J、ロス及ソイ大 小

ラシ 僚 J、各十九波アト島 ニ

ノV ア ア 文自三和方汚岩岩 ジ

大用 JV 象来五村村染脈城 ア

正ヒ モ構会米御附セヲ島 或

十ラ 殆造シ長厩近ラ構赤 J、

年 ν ンヲアサノノ v 成穂 文

以又 ト曇大四岩長質シ根 象

後長 採スナ十脈石優十島 構
ノ、石 取 JV JV 五 J、及良敷及 造

財ト シモ塊米北石ナ健生i ヲ

界共 翠ノ 肢ニ凹英ラア名ナ 是

ノュ ジア ヲシ ー十 J、ス JV 島 ス

影名 只 9 呈ア五花 mモノ JV 

響古 白 mシ長度問時殆長 モ

ヲ屋 岩ニ殆石商岩採ン石 ノ

受備 及ーン石ニヲ取ト及 ア

ケ前 淵箇ト英 走貫セ 採石 9 
ア及 ニ慮黒及 Y ケス取英 語
其伊 少ニ 雲黒南 .JV シ J、 掘

需橡 量於母雲商扇 墨花 跡｜
用方 ニアヲ母五桃 シ闘 ~ ， 

七
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七
七

小格 強色竹友度ノV 陶熊間 陶

不 魯 ク 乃 内黒内街磁本之磁

定 謀其至峠色外道器騒 カ 器

ノ 銭厚純 ノ 乃 ー 附原 調原

鋸鏑 サ 白 東至傾近料 査料

塊 一 色二 黒講 J、 ュ桂熊

ヲ ＿，・、 一 一一 百色 _A 中葦 従藻本
ナ 八米 シ米 ナ 砂生北 事土焼
J主 代 内 プ 一 JV 岩代郡 ジ及鹿

官 郡外砂 J、 毛 ..＞、 ノ 日 タ 格見

地 ーー ナ岩 白蕗友砂奈 ソ 魯島

村 ア ヲ ヨ 色 ーー 白岩久． 議牒、
十.... ‘ 9 現 9 砂 ヨ 色 頁町 銭

猫 ア ーー 援岩 9 又岩大 鍍

谷結 高質ノ、 白 d，、 ノ す，皇ト、・

ノ 品 田 セ 白色 白 互 千 技
人 片 焼 JV 色 ヲ 色 層／J、 6市
家岩 ノ 部頁呈 ヲ ヨ 田 伊

所 ヲ 原分岩 シ 呈 リ 原

在 貫 料 J、 脆 シ 成字 敬

t也 キ ト 粘互弱細 ソ 竹 之

ヲ 数 シ カ 層 ーー 粒 北 ノ 助

距 箇 プ 易ヨ シ ミ／ ーー 東 内 十

JV. 慮随 占「 其 ブ シ ヨ ヨ 月
←i羊4で ーー 時 毛 分 F昆ア ヲ ヲ ヨ

東 現採頁解弛概南百 '} 

約 出 取岩審 シ シ西持 一一
一 Jえ セ ヨ 嫡 易 プ ーー 来 月

基 JV プ リ ジ シ 堅走村 ーー

米 虫＇t JV ノ タ 前硬 '} 寸~ 亙

ノ 紋 部ノν 記ナ 南鶴Z '} 

山 !tヨSj 分 モ 司…王苦 '} 東喰f 約、
±& 中 ＿，・、 ノ 道頁三 ーー 四

ーー 一日 粘 J、 上岩十通 箇

賦 大 力 白 ノ ，，，、 五 Jミ 月

ナ
ミノ

ト

~ 

フ



其規賦シソ上大山陶鹿業村不存

四則存ア一久山友磁見中宇規ス

周ニ ノ吏 J、徳川中器島ナ鶴則 JV

ユ露朕ニネ井溢ニ原牒 Y 部ニ蛇
J、出態徴＿，.，.~，ニ郡挟料 シ落シ紋

殆シア細二鹿西在 ヲ北ア岩
ン之 見ナ J、児加スノ、 以方大中

下ヲ JV JV 川 島世 ;v 火 アノ／j、ニ

陶迫 ニノラ郡田粘成 其山不 J、

土 跡大ミト谷村土岩 賦地定諸

ニス山ナ栴山椎ニ又 存ニナ慮
ノ

接 JV ュラス村木 シ J、 ノ賦ソエ

ジニ於ス共西－ 7 砂 肢存ト露
ア難ケ粘 ユ武 王揖岩 態ス云天

常ク JV 力白田崎宿ノ 詳 JV ヒ掘

エ 主iモ強色村力i郡 宰 カモ其ニ

輝成ノク二及世指矧 ナノ数ヨ

石因 ヲ後 シ伊 田宿 シ ラ亦多 y

安ニ除者ア敷村村 7 ス六キ格
山閲ケニ直村津松陶 鍍七カ魯

先シハ ハチニ 貰 ヶ土 瞭年 知 謀

ノア火往ニ産姶窪化 J、前キ鍛

小滋山々加I/+I 良及セ ~Ni ヨモ鉱
丘嬢友淡粉 ス 君I：＼東 JV 谷 y 賦ヲ

アス ニ黄ト鵠牧方モ ノ稼存採

リ へ被色ナ宿間 小ノ モ行ノ掘

該 キ覆 ヲ JV 君fl村 -'=i'：又 ノ セ肢シ

問1資セ墨毛ニ下湯 J、 ニラ態 タ

石料ラス前ノ、 中郷供 類 ν 明 JV

安ヲ ν JV 者二津 山積 似 タカ跡、

fl I 得アモ J、種川川層 ス JV ナア

岩サ庭ノ 後ノ及村若 トモラ y
J、ソ々ア者陶蒲 成ク 云現ス~~

多シニソニ土生；nJ、 ァ時河髄
ク モ不其比ア村及火 休俣 J、

七
入



七
丸

プ 湯
ノ、 ~~~ 
地 ノ

表陶

ヨ 土
.／、

ー火

米 Lil 
半 友

乃 ーー

至被

三 覆

米 セ

ノ フ

問 L〆

，，、 プ

一慮

i投 々

一 一
水不

酸規

化則

銭形
ノ ヲ

矯 ナ
メ シ

一 ア
禍 露

色 出

ーー シ

建採
ス 掘
JV 場

毛 ーー

其 於

ヨ 露 色 露 一 リ 松 ノ 出 四 ff( .... ，、
ソ 出 ヲ 出 沿 成 ケ 性部 周 岩 新

薄音f.I 呈部 ヒ JV 窪質 ノ ーー 塊鮮
ク ーー シ ＿，・、 断陶 ノ、 全 B自 露 ア ナ
三於其延 糠 土 一 ク 係 出 !I v 

米 プ 下 長 シ －＇・、 同 J、 .A プ ト

内 d，、 一 之 プ 盆盆 ー 亦 】V タ卜 モ一
外下 米 ーー 議 地地 ナ 火 輝 11m 慮
ヲ 3ロ~B J、 衣 ノ、 内 一 TV flr 石 ，，、 一
S回f;: .／、 純 キ JV ノ シ ーー 友

9女.... 陶 ヨ

遁 t也 白 一 、 プ ヨ ーー ii I 土 リ一
ト ー下 色 モ 流 厚 ヲ 被岩化多
Jえ ーー ヲ 七 ノ 及 ヨそ 察覆 ノ ミノ 少

浪芸米 延道火 .A セ 連 漸陶
J屯 ス ア 長 路 山 ノV フ 績次士
ノV 其 リ 最 ーー ！鼠 － ー レ ーー 内 化
ヲ 下 坪 モ 沿 ーー 或 う？ ミ／ 音f.I セ

以 ノ、 サ 長 ヒ 被 J、 明 プ ノ JV 

プ 河 ノ、 ク 露覆 火 カ 其新部

明 床 1］、約 出 セ 山 ナ 陶 鮮分
カ 下 流 一 Jえ フ 友 フ 土 ナ ア、
ナ 一 一 十就 レ ノ サ イと JV 】V

ブ 浸於六 中 其下 JV セ 部 ノ

サ シ プ 米 盆 匹l ーー 弓E JV 分 、、、

ノV ー“ーク．， 検 ア 地周 於近 モ ーー ナ

毛 ヲ セ ノ ノ プ 距 ノ 移 フ

露検 シ 盆 中 丘漣離 ナ ；品 二え

出 JヌL 一 地部 陵績 ーー ノv .A 陶
部 JV 上 ノ ヲ ノ、 セ 数 ，、、 想 土
ノ ヲ 音！； 北 北輝 JV 多 三ノ フ 内

厚 得 二 東 流石 モ 露 而 ーー ーー
サ _A 四 ーー 二え 'k 4・ ノ 出 ミ／ 日旬 ，，、
－＇，、 其米於 JV (I I ナ ミJ プ 土 輝

皆 他 ，，、 ケ 小岩 ブ 陶 各 J、 石
E日E ノ 禍 ノv 渓 ヨ ン 土 露其 安、



アヨたセト椎中大白ノ渓成二乃下
陶第 JV コノニ山色山ニ川千至 J、

士ニモロ木脈ノヲ腹沿ノ五十良

化陶ノア及朕鰻呈ニヒ鰻百米好

セ土アノv ニアケス於断温吠ナニ

y 化 Y モ王ナ池長ヶ績泉二ソシ
毛セー椎崎シ南他 JV シ揚吠鹿ア
ノノV 王ノニ其西ノモアノ約見，，.，.，

アモ崎木俗長岸露ノ露背百島ラ
y ノニノニ 。サユ出ノ、 J、後十電及

語ア於路加約突部厚 JV 地斤気 ;t-:'
アノV 7 傍世三出ニサ、獄子軌ノマ

ニノ川エ回堤セ見八モ平ソ道 〉 ｜

陶ミ表 J、砂幅 JV JV 米ノノ 株雨｜

土ナ土友ト約小モ以 J、陶 式種

J、ラニ白稿ー岬ノ上延土 曾ア

砂ス被色ス米角 J、ァ長ノ、 j仕産

岩陶 J、ノ JV アニ厚リ約小 露シ

ノ土 v 中陶ソ露サアニ流 天露

雲 中ア生土ア出二上百及 掘出

嫡ニ明代ア！日各ス米部六道 ニ部

シ砂カ砂 Y、東 JV 内約十路 ヨノ

ァ岩ナ岩其西向外三米ニ リ 厚

成塊ラノ賦ニ土ァ米ア沿 之サ

生ヲサヨた存走 .... ~ 普 ノ、 y、ヒ アノ、

セ合 JV 第ノリバ通禍温慮 採褐

ラ有モニ紙北ラト色泉々 掘色

レシ砂柔態ニニスヲ場ニ シノ
入。タ其岩軟 J、緩シ 其ノ露 一部｛

Y ーニト明斜ア 下東出 箇分

毛部近ナカス輝 約方シ 月ト
ノノ、ク y ナ 石 五約北 ノ共

ナ 零： 岩陶ラ 安 米三部 産ニ

ラ嫡石土サ 山 J、百ノ 出五

てシノ化ノV 岩 純米小 額米



JV ア下 O 主 ツ 土 下 シ 石 津露 ーー 椎
，毛 品。 一 ト τz ヲ 中 害若貫 出 ヨノ ノ

ノ 諒 一 米 シノマ産津 ア ク 俗部ア 木

ナ 宿五 J、 プ ~，、 ジ 川 薩 J、 稀 ノ 延 ーー

フ 郡米寅盆 火 註宇摩黒源高長於

ン ζユ J、 褐地 山 文柴燥雲助 サ －＇・、 ア

於友色 ノ ：民 ー ノ ノ 母迫約表 J、

ケ 自 ーー 南 ーー 鷹尾紬 ノ ーー 五 土陶

JV 色 シ 東被 ミノ 俗薬斑 白米 一 土
ト ヲ プ 部覆随稀 ーー 品色 一 被

ノ、

同 呈友 ーー セ 時 ーワ 供散綾 シ －＇，、 一一
シ ス 白賦 フ 採 ツ ジ在密 プ v 箇

ク 最色存 JV 取 ::? タ .A ノ 幅 ア 慮

其 下 ノ シ 、 シ _,,.,., JV 長石 J、 明 ーー

周部鹿弦 一 大 ーー コ 石英 一 カ 露
遁 J、 害占 ーー 小 正俗 ノ 斑米 ナ 出

ヲ 白 ヲ J、盆 九 ーー ア著岩宇 フ シ、
闇色有火 地 年霧 リ 手〆 露 ナ Jミ 一

続 ーー ミ／ 山 ーー ノ 島 ト ク 出 リ 二 採
セ シ其友 シ産粘 云 陶 Jζ 其 王掘
JV ア 下 ノ プ 出 士 フ 土石上崎 跡、
ト 約約厚数額 ト イ七 基 ーー 一 一
同 二 O サ箇 ハ 稀 セ ノ、厚於露

一 米 一 二慮四 ジ JV 長 サ プ －＇・、

ノ ノ 米米 ｝ ー 百 古 毛 石約 J、 レ

輝問 ，，、 内硫俵来 ノ 及二陶 タ

石露、勝外質 ー 薩 ヲ 石米土 JV 

入
安 J、友 ナ 噴俵摩 俗英 ノ ノ、 モ

~fl レ 色 リ 気五焼 ーー ーー 表崩 ノ

岩地乃陶 孔 十 ノ 尽 シ 土壌 J、

ノ 下至土 ア 斤 原 ノ プ ア 地厚

官． 一由 1疋 J、 リ 入 料 峯稀 ソ ユ サ、 ）
欄浅黒上陶 ナ タ 石 ーー 露約

シ J主 色部土 ソ JV 角 －＇，、
__,_ 
ノ、

二円

タ 想其約 J、 そy 陶 稀閃 v 米



ソ l[l占ノ、岩蒲人毛ナ字ニニ三山牧

其佐露ア生之漸ラ犬シ磯糎友園

上村出被村ヲ次ス飼ア居ナ中村

J、宇部ヒ大採四扇ニ北ア Y ニ大

粘ニニ其字取周向賦東 y ト介宇

士拾於上上スニ J、存十両ス在下

ナ町ア J、久 縮北ス八北 r~ ス中
JV ノ六火徳－ 迫三 fV 度雨方 ~t 津
モ粘米山小 ス十粘乃居ニ方川

砂土ニ友 宇 JV 八士歪ノハユ小
機 J、三／居米 カ度 J、二関厚 J、宇

ア洪アナ丸 如東約十係サ四折

混積下 9 ノ ジニ四度ノ、一層橋

ジ層部二粘 i:P~ v-十ニ之二ァュ
厚ニ 約般土 質ア問傾ヲ米 Y J、

サ属ニニ J、 J、北ュ斜 詳 ノア腕

ーシ米北赤 折西亙スカ一長選

米暗 J、十褐 橋四 y 括ニ層上ニ

乃禍竿 度 色 ノ 度露土セ ア部沿
至色 J、 東ヲ モニ出 J、ス P 居ヒ

ーア 零 ニ曇 ノ傾ス友雇ア J、南

米 呈．欄走事／ ニ斜ノV 白向其 厚 北

宇シセリ 直 酷シモ色 J、上サ二

ナキ11i Y 東チ 似 厚居 ニ北ニ O 箇
Y 力安南 ニ スサ序 シ五 一五慮
強山東基 共中 J、ア十一四エ

ク 岩十盤 ニ部表和五米米粘

其磯ニヲ 寵ニ土堅度ノ f~土
厚ヲ度ナ 士 厚 ニク乃浮ノノ

サ混ニセ トク被粘至石三 露

二 有傾 JV シ 二 J、力六砂層出

米ス奈｜輝 ア悶レ強十］［ J、部

以 ス石 時米アシ五ニ 厚 ア

上 厚 安 ニナ明同度其サ y

ア サ山 里 JV カ小西土子火
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一 力 西石粘山谷利 J，、 ーー 谷 JV 歪 図一
米弱 武 安力友山用厚沿 山 へ褐分
ーー ク 田 U1 5毘 一 村セ サ ヒ 村 シ友村
縮 厚 村岩 そ被中 プ 約四上 色 ヲ＇＂＇：：
迫 サ 大 ーー 厚覆 村ノレ 七箇踊 ヲ 河コ
ス d，、 字移 サ セ 宇 、 米露元 呈畑2
北 田 過約 ブ 材7 モ 一 ーー

十~ シ ノ
音j) 上 Jえ 六 JV 橋 下 シ露後 粘粘
ーー 字 米粘 ノ 部 プ 1叫_j 迫 力 土
厚庚 ーー 土粘約上 シ ノ ~~ ノ、
ク 木 シ ノ、 士 一 部火粘 ジ 洪
約 ノ ．プ 輝ノ、 米約山 土 其積
一 中古 下石 宇 J、 一 反 J、 t 層
米 土 部安瀧 審米 中 同 ノ、 ーー
ナ ノ、 － ー Lll ノ 欄 J、 ーー 部 ）享麗
JV 挟 ，，、 岩下 セ 淡介落 サ シ
モ 積 半 ノ 部ノV 褐在 ノ 一 厚
南 居 ＿，・、 分落輝色 Jえ 西 米 サ
音15 中 害： 解 ヲ 石万後 方 ノ 一一
ーー ーー 嫡審距安至迫上3 粘米。介 セ 欄ノV 山褐部場メ 士以
司怪

在 JV シ 西岩色落 ノ ナ 上五

米 シ 古車 タ 方磯中 ノ 茶 JV ア

内 淡 石ノV 約 ヲ 部西屋 モ リ

外褐 ~ 4・ モ 四雑約方 一 砂質
色 111 ノ 基へ 五正至 磯 ＿，，、

ナ 万 ~ ーー 米質米陵 JV ヲ 良

／ 
J 至 塊 三／ ノ 良 J、 地約 j昆好

夏 赤 ヲ プ 山好赤 ーー 四 シ 一
ーー 持j 合赤 問 ナ 色 露基 使 シ

南 色 有褐 ーー プ ーー 出 米 用 プ

)i,筒i' ヲ シ色露ス シ セ ノ ーー 期l
J、 呈 話主 ヲ 出 プ JV 間 堪友

約 シ ーー 是 シ 共 毛 牒 へ色。来I~ 輝 シ 火 ーー ノ 道 サ 乃



JV :::1 採 ヲ 商米至東 ーー ナ 出碇掲伊

ト 掘被佐学純端厚 シ ス 藻色敷

多地葎多 ノ 白 ノ ク 桂卒士 ヲ 村

ク ーー セ 浦部色大小藻出 呈大

其於ノレ 字分 ヲ 山 原土 水 J、 ミ／ 寸，...‘ー

下 プ 洪柊ノ、 呈 口 野 ，，、 J、 伊粘七
J、 J、積宇淡 シ 7.k ーー 其肥佐力伊
不十層都青指車接上薩郡強敷

明米中 ノ 友頭場ス ーー 闘 UI ミノ 十;-L『・

ナ ヲ ーー 桂色 ヲ 民 JV 堆界野 BE. 
リ 超成藻 ヲ 以家附積 Jll 村 田

質 ニE 層土呈 ア 附近 三／ 脈 平 ノ
、 、

ノ、上スノ、 Jえ 容近 ーー 其 ーー 出 キ占

概宇洪 J中 易 ーー J，、 上 接水 士

シ部積積 一・． プ 百 － ー セ 鹿
，、

プ ノ、 層低 粉 J、米粘 JV 見 f中
良概 J、 地 砕厚以士 四 島 積

好 シ上 ーー Jξ サ 上層百郡 層

ーー プ 部臨 JV 。ニ 成米吉 中

ミJ 白磯 メ ヲ 六建屠 内 田 ーー

プ 色 層 JV 得米 .A シ 外村 ア

乾 ーー ーー 波 ，、、 ーー JV 層 ノ 西 y 

操 シ シ 状 ヨT ；邑 カ イ立 山佐 ア

コ主 プ プ ノ モ キ 女日 殆地多 厚

ν 下其丘 上ス キ ン ーー 浦 サ

，，、 字下陵 部質 モ ト シ姶 一一
純部 ーー 地 キ占 ノ、漸水 プ 良 米

白 ノ、珪 ーー 土 良次卒輝郡 以

色友藻露 屠好東 ナ 石蒲 上

乃維士 出 ーー ーー 方 リ 安生 ア

至色 ア ジ 接 シ ーー 厚山村 リ

白 ヲ y 第
， 
_A ア 縮 サ 岩西 一

色呈厚三 yν 白 迫 J、 基浦 般

ト _A サ紀 約色 ジ 西盤 ーー 一・－
ナ JV ，、 層 三乃最方 ヲ 産 黒幼
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十 月 設園

二開業幅

乃 月 ーー 園
至 ーー 於 1隔本

二亙 プ ノ 年
高 リ 技地度 一
五 約手形 ーー
千 三金 測 於地
分 箇 井量 プ 形
ノ 月 伊 J、 設測

一 間 そ縮饗量
ーー ーー 足尺 足
ヨ 於 助二助
リ ア 闘 高徳
十 技幅五 111
－一 手 ノ 千今
月 松 地分治
ヨ 島 形 ノ 及
リ 紋 担lj ー西
一 輔量 f東一 ーー
月 徳川 ヨ ノ

ーー Ill 縮 リ 五
亙 闘 尺十園

リ 。冨 二 一 幅
約 ノ 語十 月 ノ

一 地 分 ヨ 地

筒 形 ノ リ 形

月 調l一二測
問 量 一” 月 量
ーー ..；・、 ヨ ーー ヲ

於 縮 ;J 亙 了

プ 尺 九 ソ シ

技 一 月 彩］ タ

手 議 ヨ 一 リ一
甲 分 ソ 箇

シ淡ノV 三／ ナ 西
タ 友 モアソ浦
JV 色 四最桂字

後 ノ 周上藻火

地 之部 ニ部士 ノ

ヲ 分漸，、 ~， 、 宇

形 粉 ヲ 次火基都

砕雑 ーー 山盤 J、

係 シ ブ 縮友 ヲ 薩

プ 帝迫 ナ ナ F同
販 園 Jえ ヲ セ 園

貰桂質 JV 境

ス藻 J、ス 輝山

天土良耳石版

正株好 サ 女炉.... ・ ーー

九式 ーー ~・、 山近

年曾 シ 中岩 キ

ノ 枇 プ 央上高

産 ，，、 概 ーー ーー サ

出露 シ於殆四

額天 プ プ ン百
J、掘i白露 五

毎 ーー 色 出 水十

月 ヨ 乃 セ 卒 三

十 ソ 至 JV ーー 米

貫採純部成 ノ

入 掘 白分層赤

一 シ 色 J、シ石一
千 乾 ヲ 約其山

俵燥呈二上南

ナ棚 .A 十 J、麓

9 ーー JV 米砂 / 

ト プ モ 以磯丘
云乾 往 上層陵
フ 燥 々 ア ーー 地



一稲 一 リ 青田油 ノ 均一天敏一斐
高村 高約森勝目ー根寓盤物月 甚
分田 分四牒矢 乃室分間産 ヨ 卒
／ 近 ノ 筒大島本至闘 ノ 中地 リ 4' 
一良 一月 軽油年三目一川 ニ治
ーー 及 ーー 間迦田度寓梨ニ 都本月 l副
ヨ 永 ヨ ーー 油 ノ ユ分郡 ヨ 恩年 ニ幅
リ 原 リ 於田 地於 ノ ，忠 リ 根度亙及

十四 七ア ノ 形ア 一類七内 ーー リ 西
月 良E 月 技地補青ニ川月 茨於約 f康
ヨ 之 ヨ 手形足森 ヨ 上 ヨ 田 ブ 三回
リ ヲ リ 中担I］測牒 ヲ 流 リ 及北箇！？高
十結 十川量量大技産十石海 月 ノ

一 了 三藤 J、 ニ樫手油 月 狩道問 地
月 シ 月 太縮従迦小地 ーー 園 ノ ζユ形、
及尺事油永及亙雨鍍於測ーー 又 － ー

亙秋亙中二 シ 田井北 ソ 龍物ア量
ヲ 国 l) 村寓 タ及政見約郡産技ノ、

ア 牒 約政五 リ 秋治岡三幌地手縮

約由 四雄千 田郎斜箇加 ノ 及尺
十利 箇秋分 牒及里月 内担I] Jlj ー
日 郡 月 回 ノ 能小議問村量常識
関矢問騒ー 代川附 ーー 朱ニ 吉分
技島 ーー 官E ーー 油清近於鞠従之 ノ

手油 於代 ヨ 田澄 ／ プ 内事 ヲ 一

l村田 プ 油 ヲ ノ 之地技油 ジ結乃
田地 技団七 地1 ーー 形手田 タ 了至

近形 手 ノ 月 形従担lj 西 ノ シ五

良補 堀地 ヨ 担lj 事量郷地 タ 葎t
之足 内形 リ 量 シ J、賢形 リ 分
ニ測米担lj 十 一 タ縮及測 ． ノ
従量雄量一 従 リ 尺小量 一
事 J、 山 ，，、 月 事 一菅川 一
ミ／縮 田縮 一由 シ 高勝縮 ヨ、
タ 尺 千尺亙 秋 分太尺 リ
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子、
t七

了至牒分四形月及亙北ー工リ

シーユノ郎測ニ浮ソ海道業

タ高於ー愛量亙石約道七原
9 分ケユ媛 ノ、リ 砂二ニ牒料
ノ JV ヨ牒締約産箇於ニ用

二 一陶リュ尺四地月ケ於鏡
ニ磁七於五箇ノ問ノV ケ物

製 ヨ器月ヶ千月地ニ 碓 JV 産

リ原ヨノV 分間形於藻工地

十料リ陶ノニ測ア土業

月桂十石ー於 量技 産原本
国 ヨ藻月粘ニアノ、手地料年

Y 士ニ土ョ技縮小ノ用度
二及亙格リ手尺川地鏑ユ

月絡リ魯ー松五清形物於

ニ魯約謀月田百澄測産ア

亙議三銭ヨ庚分 1漏 量 地北
リ鍛箇鍛 Y 喜ノ島ノ、ノ海

約鋸月長 三愛 ー 茨縮地道

四産問石月知乃域尺形編。

箇地ニ及＝牒至及ー測島

月ノ於石亙ニ一千講 量茨

同地ア英リ於高葉分ニ城

ニ形技産三ヶ分三ノ従千

於測手地箇 JV ノ膝一事葉

ア量飯ノ ’月浮ーニニシ憂
戸技 J、野地問石ニ於ヨタ知

手縮敏形ニ砂ヨケリリ愛

東尺熊調l於及 9 JV 七 媛

忠五本量ア白十粘月 熊
太百及 J、技土二士ョ 本

郎分鹿縮手産月長リ 鹿

之ノ見尺久地ョ石九 見

ヲー島二松ノリ石月 島

結万二高持地三英ニ ノ



各工 分 分天 鉱 了 度 油園石安権問

一 業 ノ ノ 瞳物 シ 一 田 幅闇室任幅
高原ー 一間産縮於 技｜陥薫 ノ

分料北 石留地尺ア製手技指勿本

ノ 用見 狩蔚 二結｜母青手任来年

一 鍍 園 園都製高尺 J、 木山 ノ ｜品度

ノ 物斜 雨留同五一営雄田西幅 ュ

北産里 首EJ!泊. .＞、 千寓該太英保技於

海地君［5郡茨賞分分匝 J、雄聞手ア

道 斜 幌国 該 ノ ノ 域徳川幅宮製

桂製 里 加縮匡 一一 指山多 ノ 内国

藻｜剖 癒： 内尺域青秋嘗図治五｜径 ノ
土 J、 附 村ニ捨森田測幅見幅一完

産嘗 近縮蔵官牒牒量技園 ニ携了

地該 ノ 尺分測大能 員 手幅 シイ壬セ

縮 匡 製 一 ノ 量稼 代 ノ 相技ア ノ JV 

尺域 闘 寓一員迦油外見手技設 J、

三捲 ヲ 分天之油田技角宮手業技

千常 結 ノ盤ヲ田岡手治内神園手

分担lj 一因搭 ノ 矢綾 J、隆村幅紳

ノ 量 シ 根中官製島音rs 佐 一 龍技村

一 員 タ 室川 シ岡油平 川 J、造手龍

乃之 リ 圃君［I本 ニ田吉岡手 J、山造

至 ヲ 目 美年 著山雇幅取秋 田 捨

五捨 梨深度手形大 ノ 川田 英任

v千嘗 郡村ニ シ勝岡製園園雄 ノ

分ジ 忠思於タ最 力 岡幅幅携卒

ノ 本 類根 7 ヲ 上撤中技技任問

一 年 川 内縮 油 之 ナ手手ノ 中高

ノ 度 上附尺 田 ヲ 9 安小足技

用品 ユ 流近二 ノ 権 室林助手

島於 話縮高 製嘗 薫異 闘 小

牒ア 尺尺分 国 シ J、鍛幅林

相縮 十三ノ ヲ 本 府ノ、技異

馬尺 高高 一 結年 中釜手鍛

入
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Annual Report for the Year ending ~larch 31, 1922 

BY 

KINOSUKE INOUYE, Dircdor. 

Division of Geology 

The Survey has co凶lple七edthe publication ofもhefirst pro-

posed 98 geological sheet-maps on a scale of 1/200,000 with 

explanatory tex色白，and star七edon a resurvey of 抗rncountry, 

including Honshu, Shikoku, and KyiishC1, with the following 

scheme as a basis. 

The coun七ryis divided inもo320 sheet-map areas, each 

covering a quadrnngle of 30' longiもudeby 15' latitude, and one 

只eologisもisrequired，七OC町ryout the geological mapping of one 

sheet-map area on a scale of 1/75,000 wiもhgeological explan針

tions wiもhinone year. 

The to同1numberノofsheet-m乱pareas surveyed under the 

planning, is eight, of which four have been cnmple七edcl uri n只

七heyear. 

Division of Mineral Survey 

rrwo parties, each including one geologist ancl twoもopo-

graphers, have been engaged in七hemineral survey of Hokkaido. 

One parもyworked in the provinces of Ishikari and Teshio, 
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exami11i時 theOnnenai coal field and the Shumarinai oiJ field, 

while the other was eng乱gedin the survey of the oil geology of 

the Chyl"irui river and Uw mineral resource日oftlw Mount Hhari 

and its environs. 

Division of Oil Land Survey 

Three pa1ιies, each consisting of one geologi弓band two 01・

もhreeもopngraphers,completeJ a geological ttuc1もopogrnphi mtl 

日nrv句 of七he抗Heeoil fields of Dftishalrn inもbeP1叶・ectnr・eof 

Aomori, anJ of No臼hirnanc1 Yaj irna in the Prefectm・0ofふkitn..

Special atten七ionwas given to the臼tuc1yofもliestratigraphy and 

strncture of the Tertiary in which山epet1ηlenm is known to 

occur. 

。ivisionof Industrial Mineral S1.1rvey 
Six parties, each inclu<lin日one月eolo包istanc1 one topo-

grapher, were sient to ten pref，何 回tn1・R日tocR.rry ont R.11 iudns七ri九i

mineral survey., Nume1川 JSloca,li ties of (1ifttom earth aw1 p川司

celain clay have been visiもec1a 11 c1 exa凹 inec1. rrhe most irn-

portanもofthese are Tertiltry clay in the Pr・efectureof Aichi, anc1 

decomposed liparite, used as porcelain clay, in出elコrefectur・eof 

Ehime. Besidesもhese,localitie日offuller ea1白th,pumice呂品ncl,

quartz, feldspar, eもc.have also been surveyed, hnt they arc of 

less value economically. 

Division of Topography 

'l' lrnもopographicalm乱ppin巳wascarriばlmi in twelve p1・e-

fecture日， completinga sm・vey りffiv台 sliいetnrnp areas, two 
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special areaら， fommineral localitie丸山reeoil fields, and mun 

crous industrial mineral localities. ぐl'hedrafting of five sheet-

maps，七hreeoil fields, four mineral localities, and numerous 

mdnstrial minera1 localities was completed, and wοrls on日even

円heet-mapsand one oil field is llOW in progress 

Division of Chemistry 

The chemic;tl rmaJy日esmade during the year nmnh川 ed

4,G38, of which 2,813 were c1nantitativu and 1,825 teclrnical 

Mineral Museum and Library 

'l'Lie 1Vfineral Musenm completed the arrangement of Lhe 

exhibits in April. This includes l’ocks, mineral日， Ol・G円， llOIト

metitls, etc., anc1 w~ts opened七o七hepublic in May. 'I'he build-

ing, however, is too日mallもohouse adeq uatoly the exhibits arnl 

七beSurvey sLa仔， so七haももhelarge collection日 werepl品。eelin 
storage. Exelnsi,,e of日pecimenscollected by thののflieialsof 

tl1。Sm・vey, 4f）！｝日pr吃imous, photographs, etc. lmve beれll
acquired. 

Books, p[Lmphlet久乱ndm乱psacquired numbered ] ,G55 in 

forei只nhngu九月es;],lid 6G7 in Japanese. 

Administration 

Y. Uinouye, S. vVa七九日e,K. Ishii, and 'I'. Suzuki ¥ver0 

日ppoin七er1geologis七sduring七beYθar. 'I'he total number of 

ehanges inもhθprmmnnelwr1s twenもy,which included. six 

;1pp乃intments，“LVOsep品r乱七ions,r1w111ine promotions. 
Tho mnonnt appropri礼teclfor tbo Survey was 3Gl ,EJ8 Yen, 
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of which 105,845 Yen was for出egeological survey and 255,353 

Yen for the mineral, oil land, and industrial mineral survey. 

Publications 

Two 問 vised色opographicalshee七－n

000 a吋 1/400,000，七hreegeological shee七－map白（newseries) on 

a自caleof 1/75,000, threeもopograpl山乱land geological map日 of

the oil fields of七heJapanese Empire, and two maps of applied 

g白ologywere completed and published. Five explanatory 

texts, one bnlle七in,and thirteen report品werealso prepared and 

published. 
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